
墨
書
土
器
に
み
え
る
諸
痕
跡
に
つ
い
て

荒

木

伸

士山
V

は
じ
め
に

墨
書
土
器
は
、
文
字
を
記
し
た
主
体
者
・
場
・
時
(
時
代
)
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
意
味
や
目
的
が
異
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
大
前
提
は
、
意

外
に
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

現
在
の
墨
書
土
器
研
究
は
、
文
字
に
関
す
る
検
討
は
深
化
す
る
一
方
で
、
土
器
そ
の
も
の
に
立
脚
し
た
分
析
視
点
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。
し

か
し
、
墨
書
土
器
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
観
察
す
る
と
、
様
々
な
特
徴
が
存
在
す
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
れ
ら
は
土
器
の
用
途
・
使
用
目
的
と
密

接
に
連
関
す
る
場
合
も
多
く
、
遺
物
と
し
て
の
情
報
と
文
字
内
容
を
総
合
的
に
解
釈
し
な
け
れ
ば
、
墨
書
土
器
の
真
の
意
味
で
の
理
解
は
不
可

能
と
い
え
る
。

本
稿
で
は
、
文
字
解
釈
に
お
け
る
可
能
性
も
多
分
に
秘
め
る
墨
書
土
器
の
諸
痕
跡
に
注
目
し
、

そ
の
使
用
形
態
を
探
る
試
み
と
し
た
い
。
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検
討
対
象
と
す
る
墨
書
土
器

墨
書
土
器
は
一
般
的
に
は
「
墨
等
で
文
字
・
記
号
を
記
し
た
土
器
」
と
表
現
で
き
よ
う
。
本
稿
で
は
こ
の
中
に
、
墨
書
(
画
)
人
面
土
器
、

撤
回
土
器
、
部
-
掛
土
器
、
も
含
め
る
。
ま
た
、
近
年
鑑
以
外
の
低
料
で
茎
ナ
(
記
号
)
を
記
、
ず
例
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
現
段
階

で
は
墨
書
土
器
と
仮
に
呼
ん
で
お
く
。
た
だ
し
、
刻
書
土
器
・
娘
一
嘉
土
器
・
刻
印
土
器
に
つ
い
て
は
墨
書
土
器
わ
範
曙
に
入
れ
な
ペ
。
ま
た
、

墨
痕
と
い
う
点
で
は
土
器
を
硯
に
転
用
し
て
い
る
場
合
(
以
下
転
用
(
船
、
と
表
現
)
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
墨
書
土
器
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
は
し

、
‘
、
a

n】
v

f
d
し対

象
と
す
る
資
料
辻
、
七
i
十
一
世
紀
代
に
嘉
す
る
も
の
と
す
る
。

論
の
展
開
上
必
要
な
た
め
、
従
来
の
墨
書
土
器
の
文
字
内
容
に
慰
問
す
る
成
果
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
(
付
。
現
在
、
土
器
に
記
さ
れ
る
文
字
は
、

主
に
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

〈
人
に
伝
達
す
る
意
図
〉

所
管
名
・
・
‘
e
-

-
官
職
名
、
施
設
名
等
を
記
す
も
の
。
「
脚
」
器
、
「

0
0大
領
い
な
ど
所
属
・
管
理
に
関
わ
る
。

人
名
:
:
:
嘉
人
器
と
し
て
の
罵
途
が
翠
定
さ
れ
る
。
官
喬
周
辺
で
多
出
す
る
傾
向
が
強
い
が
、
集
落
に
も
み
ら
れ
る
。

内
容
物
:
:
滞
貯
議
具
な
ど
や
薬
名
を
記
す
も
の
、
「
瀦
杯
」
な
ど
分
畿
を
訴
す
場
合
も
あ
る
。

方
往
・
方
向
:
・
・
:
建
物
内
等
、
特
定
空
間
で
の
位
置
、

A
所
属
に
も
関
わ
る
。

地
名
・
:
:
・
土
器
の
一
駒
田
摘
す
る
場
の
明
示
、

A
所
減
に
や
誌
り
関
わ
る
か
。

〈
神
に
伝
達
す
る
意
図
〉

A B C D E 
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F 

人
名
:
:
:
祭
加
の
主
体
者
の
表
示
、
多
文
字
墨
書
土
器
の
中
に
含
ま
れ
る
人
名
な
ど
。

内
容
物
:
:
:
「
併
酒
」
や
「
甘
魚
」
等
。

方
位
:
:
:
祭
杷
的
な
意
図
を
持
っ
て
方
位
を
記
す
場
合
。

〈
第
三
者
へ
の
伝
達
を
意
図
と
し
な
い
も
の
〉

G H 

習
書
:
:
:
文
字
の
上
達
の
た
め
個
人
的
な
願
い
で
完
結
。
絵
画
等
も
。

以
上
の
よ
う
に
、
目
的
が
異
な
っ
て
も
、
そ
の
内
容
が
同
じ
で
あ
る
場
合
も
あ
り
、
文
字
の
み
で
の
内
容
分
類
は
墨
書
土
器
研
究
上
有
益
で

は
な
(
川
。
実
際
、
狭
い
範
囲
(
土
器
)
に
書
く
と
い
う
制
約
下
に
あ
っ
て
、
文
字
数
は
限
ら
れ
省
略
(
画
)
し
て
記
さ
れ
る
ケ

l
ス
が
多
い
。

文
字
は
あ
く
ま
で
墨
書
土
器
の
一
要
素
な
の
で
あ
る
。

現
在
、

墨
書
土
器
研
究
に
欠
落
し
て
い
る
の
は
、

土
器
そ
の
も
の
の
検
討
で
あ
ろ
う
。
土
器
上
の
様
々
な
痕
跡
を
分
析
・
整
理
す
る
こ
と
は
、

墨
書
の
意
味
を
捉
え
る
上
で
重
要
な
効
力
を
発
揮
す
る
。
以
下
、
文
字
に
関
す
る
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
う
し
た
墨
書
土
器
の
属
性
分

析
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
研
究
法
へ
の
可
能
性
を
模
索
し
て
み
た
い
。
な
お
、
基
本
的
に
各
図
は
報
告
書
よ
り
ト
レ
ー
ス
し
、

遺
物
は
筆
者
に
よ
る
実
測
、
ト
レ
ー
ス
図
で
縮
尺
は
%
で
あ
る
。

一一、

墨
書
土
器
の
形
態
的
特
徴

土
器
に
観
察
さ
れ
る
様
々
な
痕
跡
を
大
き
く
①
破
砕
状
況

特
徴
ご
と
に
、
個
別
に
記
述
し
て
い
き
た
い
。

②
土
器
付
着
物

③
土
器
の
使
用
状
況
の
三
つ
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の

ま
ず
、

墨書土器の基礎的研究131 



〈

1
)
破
砕
状
況

①
打
ち
か
さ
と
は

i

打
ち
か
き
墨
書
土
器
|

あ
る
遺
跡
内
に
お
い
て
、
底
部
の
み
で
桟
存
し
、

る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、

か
っ
そ
れ
以
上
他
の
破
片
と
接
合
で
き
な
い
墨
書
土
器
が
大
量
に
出
土
す
る
ケ

i
ス
が
あ

墨
書
土
器
が
，
打
ち
か
き
4

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
大
き
い
。

器
本
来
の
用
途
〈
機
能
〉
を
、
人
為
的
配
力
に
よ
り
土
器
か
ら
輩
、
っ
行
為
」
と
表
現
で
き
る
。
い
か
、
え
れ
ば
、
器

を
日
常
雑
器
と
し
て
の
食
器
か
ら
、
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
(
あ
る
い
は
非
日
常
的
な
性
質
を
有
す
る
も
の
)
に
転
化
さ
せ
る
行
為
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
打
ち
か
き
は
墨
書
土
器
の
観
察
項
目
と
し
て
、
そ
の
議
要
性
が
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
こ
な
か
っ
(
問
。
顕
著
な
特
徴
で
あ
り
な
が
ら
見

過
さ
れ
て
き
た
要
因
と
し
て
、
土
器
は
露
棄
に
際
し
て
割
れ
る
こ
と
が
当
然
想
定
さ
れ
、
そ
の
形
状
観
察
が
意
味
を
持
っ
と
認
識
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
、
ま
た
土
器
研
究
は
編
年
作
業
が
主
流
で
、
破
損
率
の
高
い
土
器
は
研
究
対
象
と
し
て
扱
わ
れ
な
い
揃
向
に
あ
っ
た
こ
と
等
じ
も

拠
っ
て
い
よ
う
。
実
際
に
、
土
器
破
砕
語
か
ら
、
そ
れ
が
果
た
し
て
人
為
的
打
ち
か
き
に
因
る
も
の
か
、
廃
棄
等
に
際
す
る
破
損
か
の
断
定
が

難
し
い
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

現
段
階
で
は
土
器
が
次
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
場
合
、
打
ち
か
き
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
い
。
土
器
全
体
と
し
て
底
部
の
み
を
面
と
し

打
ち
か
き
と
は
、

そ
の
薮
砕
面
に
は
細
か
く
数
度
に
わ
た
っ
て
底
部
か
ら
体
部
を
剥
離
す
る
調
整
法
が
認
め
ら
れ
る
。
結
果
的

器
廃
棄
時
等
に
起
こ
る
欠
聞
と
は
異
な
っ
た
状
慌
が
み
ら
れ
る
場
合
で
あ
(
民
。
更
に
、
向
じ
形
状
を
し
た
資
料
が
多

量
に
出
土
し
、
遺
跡
内
で
杯
身
な
ど
で
詰
体
部
と
の
接
合
関
係
が
な
い
と
い
っ
た
出
土
状
況
、
及
び
墨
書
内
容
や
遺
跡
の
笠
格
等
の
所
見
が
加

て
残
す
よ
う
な
形
状
で
残
存
し
、

に
、
そ
こ
に
は
通
常
の

わ
れ
ば
、
そ
の
確
実
性
は
増
す
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
墨
書
の
意
味
を
考
え
る
上
で
、
打
ち
か
き
は
非
常
に
重
要
な
行
為
と
い
え
る
。
以
下
、

ど
の
よ
う
な
場
合
に
打
ち
か
き

さ
れ
る
の
か
制
批
判
体
的
に
遺
跡
を
あ
げ
見
て
い
き
た
い
。
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②
祭
和
的
な
打
ち
か
き

生
石
2
遺
跡
は
、
山
形
県
酒
田
市
に
存
在
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
城
輪
棚
跡
か
ら
約
3
凶
南
に
位
置
し
、
そ
の
性
格
と
し
て
は
郡
・
郷
に
関
連

す
る
官
街
と
想
定
さ
れ
て
い
(
れ
。
主
要
な
遺
構
と
し
て
は
、
板
塀
に
囲
鏡
さ
れ
た
二
区
画
内
に
掘
立
柱
建
物
、
井
戸
、
溝
が
存
在
す
る
。

当
遺
跡
か
ら
は
総
計
五
二
五
点
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
た
。
注
目
し
た
い
の
は
「
非
」
墨
書
土
器
で
、
計
二
五
七
点
出
土
し
て
い
叫
o

そ
の

出
土
状
況
は
ほ
ぼ
遺
跡
全
域
か
ら
出
土
す
る
。
筆
跡
か
ら
は
何
人
も
の
書
き
手
に
よ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
器
種
は
須
恵
器
・
赤
焼
き
土
器

杯
・
蓋
で
、
そ
れ
ら
は
四
点
を
除
い
た
他
は
底
部
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
非
」
墨
書
土
器
の
う
ち
、

受
け
て
い
る
(
図
1
)
。

開
%
の
一
二
七
点
が
打
ち
か
き
を

「
非
」
は
ド

l
マ
ン
と
い
う
魔
除
け
記
号
と
考
え
ら
れ
、
祭
間
的
な
意
味
を
考
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
他
の
墨
書
土
器
も
一
文
字
の
も
の
や

記
号
的
な
も
の
が
多
く
、
や
は
り
打
ち
か
き
さ
れ
て
い
る
例
が
多
い
。
ま
た
、
刻
書
土
器
も
計
二
七
点
出
土
し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
「
×
」

は
八
点
あ
り
、
打
ち
か
き
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
非
」
墨
書
土
器
と
同
様
の
意
味
を
持
つ
も
の
と
考
え
た
時
。

次
に
、
文
字
内
容
と
リ
ン
ク
さ
せ
て
考
え
る
べ
き
好
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。

浄
水
寺
跡
(
出
、
石
川
県
小
松
市
西
南
の
丘
陵
上
に
位
置
す
る
古
代
1
中
世
に
か
け
て
の
山
岳
寺
院
跡
で
あ
る
。
そ
の
建
物
配
置
は
国
分
寺
の

よ
う
な
定
型
伽
藍
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
地
形
を
生
か
し
池
を
背
後
に
主
要
建
物
が
並
ぶ
構
造
を
採
る
。

遺
跡
内
の
大
溝
か
ら
検
出
さ
れ
た
墨
書
土
器
は
「
浄
水
寺
」
「
南
院
」
「
中
房
」
「
仁
房
」
等
の
施
設
・
遺
跡
の
性
格
に
関
わ
る
も
の
、
「
吉
」

「
冨
」
「
集
」
「
称
」
「
古
来
」
「
吉
集
」
「
富
集
」
「
天
富
」
等
の
吉
祥
句
と
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

墨
書
土
器
は
内
容
に
関
わ
ら
ず
打
ち
か
き
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
が
、
特
に
後
者
の
吉
祥
句
的
な
墨
書
土
器
群
の
打
ち
か
き
さ
れ
る
率
は
高
い

(図
2
)
。
当
遺
跡
の
墨
書
土
器
は
灯
明
皿
と
し
て
使
用
さ
れ
る
率
が
高
い
こ
と
も
、
そ
の
性
格
を
考
え
る
上
で
示
唆
的
で
あ
る
。
主
要
建
物
群

十
世
紀
前
半
j
十
一
世
紀
に
お
い
て
継
続
的
に
墨
書
土
器
が
投
棄
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
、
寺
院
内
の
宗
教
活
動
の
一

翼
を
担
う
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
、
打
ち
か
き
痕
跡
も
そ
の
所
産
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
前
面
の
大
溝
に
、

墨書土器の基礎的研究133 
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次
に
一
文
字
の
も
の
で
、
祭
紀
的
な
打
ち
か
き
墨
書
土
器
と
考
え
ら
れ
る
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

静
岡
県
浜
松
市
に
位
置
す
る
城
山
遺
跡
は
、
隣
接
す
る
伊
場
遺
跡
・
梶
子
遺
跡
群
と
合
わ
せ
、
遠
江
国
敷
智
郡
家
に
推
定
き
れ
る
遺
跡
で
あ
(
初
。

「
少
毅
殿
」
「
竹
田
」
「
栗
原
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
総
計
二
五
九
点
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
た
。
な
か
で
も
圧
倒
的
な
数
量
を
誇
る
の
が
「
太
」
墨

書
土
器
で
、
計
六
四
点
出
土
し
て
い
る
。

「
太
」
墨
書
土
器
は
、
う
ち
お
%
の
十
五
点
に
顕
著
な
打
ち
か
き
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
打
ち
か
き
さ
れ
な
い
も
の
は
完
形
品
率
が
高
く
、

灯
明
皿
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
存
在
す
る
。
「
太
」
の
文
字
は
、
み
な
底
部
に
大
変
大
き
く
記
き
れ
、
か
っ
そ
の
墨
書
は
濃
い
。
土
器

自
体
も
遺
跡
内
に
あ
っ
て
特
徴
的
な
一
群
(
初
、
高
台
の
付
い
た
碗
形
の
杯
で
、
そ
の
器
形
は
偏
平
に
近
く
、
ま
た
胎
土
の
色
も
ク
リ
ー
ム
が
か

っ
た
灰
白
色
で
あ
る
。
土
器
編
年
観
か
ら
は
九
世
紀
前
葉
1
中
葉
の
も
の
が
お
%
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
「
太
」
と
い
う
文
字
の
墨
書
土
器
を
大

量
に
使
う
活
動
に
際
し
、
あ
る
特
定
の
時
期
に
一
括
し
て
遺
跡
内
に
搬
入
さ
れ
た
土
器
群
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
経
路
と
し
て
は
、
遺
跡
内

へ
の
搬
入
↓
使
用
(
墨
書
)
↓
廃
棄
(
打
ち
か
き
)
と
い
う
流
れ
を
短
時
間
の
内
に
辿
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
同
時
期
の
宝
相
華
文
と

さ
れ
る
特
徴
的
な
記
号
の
墨
書
土
器
も
五
点
出
土
し
て
お
り
、
や
は
り
打
ち
か
き
さ
れ
て
い
る
。

大
量
の
木
製
祭
組
具
が
出
土
す
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
城
山
遺
跡
が
祭
場
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
打
ち
か

き
・
灯
明
皿
痕
跡
の
認
め
ら
れ
る
「
太
」
墨
書
土
器
群
は
祭
杷
遺
物
と
し
て
の
位
置
付
け
が
必
要
と
な
ろ
う
。

全
国
的
な
傾
向
と
し
て
は
、
打
ち
か
き
は
吉
祥
句
・
呪
句
と
さ
れ
る
一
、
二
文
字
(
記
号
)
墨
書
土
器
に
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
文

字
・
形
態
の
双
方
と
出
土
状
況
か
ら
、
祭
組
的
な
性
格
の
も
の
と
し
て
捉
え
得
る
。
文
字
の
み
で
は
吉
祥
句
・
呪
句
か
判
断
し
に
く
い
文
字
で

も
、
九
世
紀
以
降
の
一
、
二
文
字
の
墨
書
土
器
は
打
ち
か
き
を
受
け
る
傾
向
が
強
い
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
字
が
、
各
々
の
遺
跡
で
同
様
の

効
力
を
発
揮
し
て
い
た
事
実
を
物
語
る
。
土
器
上
の
文
字
が
地
域
を
越
え
て
共
通
す
る
こ
と
は
、
そ
の
傍
証
と
な
ろ
(
初
。

土
器
を
「
割
る
」
と
い
う
行
為
は
、
食
器
と
し
て
の
本
来
的
機
能
を
故
意
に
消
滅
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
非
日
常
的
な
土
器
の

使
用
方
法
を
想
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
打
ち
か
き
墨
書
土
器
の
具
体
的
な
使
用
(
祭
組
)
形
態
を
、
そ
れ
の
み
で
復
元
す
る
こ
と
は

墨書土器の基礎的研究135 
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難
し
い
。
そ
の
出
土
状
況
や
共
伴
遺
物
・
遺
跡
の
性
格
、
及
ぴ
民
俗
学
的
視
点
か
ら
の
検
討
が
そ
の
解
明
に
お
い
て
有
効
な
手
段
と
な
ろ
う
。

な
お
、
人
面
墨
書
土
器
は
祭
組
遺
物
と
考
え
ら
れ
る
が
、
打
ち
か
き
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
無
い
。
し
か
し
、
穿
穴
が
見
ら
れ
る

土
器
の
機
能
を
奪
う
行
為
と
言
う
点
で
祭
組
的
な
打
ち
か
き
墨
書
土
器
に
共
通
し
た
性
格
を
持
つ
と
い
え
る
。

も
の
に
つ
い
て
は
、

③
所
属
を
示
す
墨
書
土
器
(
所
管
名
墨
書
土
器
)

の
打
ち
か
き

文
字
内
容
か
ら
は
、
祭
組
的
な
目
的
を
想
定
し
に
く
い
打
ち
か
き
墨
書
土
器
も
確
認
さ
れ
る
。
そ
れ
は
主
に
官
街
遺
跡
周
辺
か
ら

出
土
し
、
所
管
名
墨
書
土
(
駒
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
代
表
例
と
し
て
、
御
子
ヶ
谷
遺
跡
の
墨
書
土
器
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

御
子
ヶ
谷
遺
跡
は
、
静
岡
県
藤
枝
市
に
位
置
し
、
志
太
郡
家
の
一
郭
と
考
え
ら
れ
て
い
る
遺
跡
で
あ
る
。
八

1
九
世
紀
代
に
機
能
し
、
そ
の

一
方
で
、

立
地
条
件
や
遺
構
の
規
模
か
ら
は
、
郡
家
の
正
倉
や
正
庁
と
い
っ
た
施
設
よ
り
も
、
館
・
厨
等
の
機
能
を
有
す
る
施
設
群
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
ま
っ
て
存
在
し
た
地
域
と
考
え
ら
れ
る
。

当
遺
跡
の
性
格
を
特
定
付
け
た
の
は
大
量
の
墨
書
土
器
群
で
あ
っ
た
。
総
計
二
六
九
点
出
土
し
、
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
郡
名
、
官
職
名
に

関
わ
る
も
の
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
文
字
内
容
と
し
て
は
、
「
志
大
領
」
(
四
一
点
)
「
士
山
大
」
(
一
八
点
)
「
大
領
」
(
一
二
点
)
「
志
太
少
領
」
(
四

点
)
「
中
衛
」
(
一
点
)
、
郡
名
・
施
設
名
を
記
し
た
「
志
太
」
(
二
七
点
)
「
志
厨
」
(
一
八
点
)
「
志
太
厨
」
(
一
一
点
)
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は

遺
構
変
遷
の
中
で

I
b
期
と
さ
れ
る
八
世
紀
後
半
代
に
集
中
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
文
字
の
記
載
部
位
は
、
須
恵
器
杯
身
で
は
底
部
、
蓋
の
場
合
は
内
面
で
あ
る
。
通
常
食
器
と
し
て
使
用
す
る
場
合
に
は
見
え
な
い

位
置
に
な
る
。
墨
書
土
器
そ
の
も
の
の
形
状
は
、
杯
・
皿
類
は
底
部
の
み
で
残
存
し
て
お
り
、
蓋
の
場
合
に
は
杯
身
よ
り
細
か
な
打
ち
か
き
が

と認
す め
れ(ら
ば23れ

る

こ
れ
ら
の
土
器
が
所
属
し
て
い
る
機
関
に
保
管
し
て
お
く
便
宜
上
、
文
字
が
記
さ
れ
た

(図
3
)
。
文
字
内
容
の
推
定
の
通
り
、

こ
う
し
た
形
態
的
特
徴
は
何
を
物
語
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

墨書土器の基礎的研究137 
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(
イ
)
官
街
主
催
の
祭
紀
に
関
連
す
る
打
ち
か
き
の
可
能
性

土
器
の
形
態
的
特
徴
か
ら
単
純
に
、
祭
肥
的
な
打
ち
か
き
墨
書
土
器
と
位
置
づ
け
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

御
子
ヶ
谷
遺
跡
の
大
量
の
所
管
名
墨
書
土
器
に
祭
紀
的
な
性
格
を
想
定
し
た
場
合
、
幾
つ
か
の
間
題
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
文
字
内
容
そ
ほ

明
ら
か
に
志
太
郡
家
に
関
わ
る
官
街
的
な
色
彩
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
そ
の
出
土
状
況
で
、
大
量
の
土
器
や
生
活

も
の
で
、

用
具
と
共
に
遺
跡
外
へ
と
廃
棄
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
斎
串
等
の
祭
組
遺
物
は
若
干
含
ま
れ
て
は
い
る
が
、
御
子
ヶ
谷
遺
跡
の
性
格
を
祭
組

的
な
場
と
し
て
位
置
づ
け
る
ま
で
の
量
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
う
し
た
官
街
に
関
連
す
る
よ
う
な
掘
立
柱
建
物
で
構
成
さ
れ
る
施
設
で
祭
把
的

な
墨
書
土
器
が
出
土
す
る
場
合
に
は
、
柱
穴
や
堀
り
方
に
埋
納
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
灯
明
血
痕
跡
も
所
管
名
墨
書
土
器
の
中
に
は
見
当

た
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
打
ち
か
き
所
管
名
墨
書
土
器
の
位
置
付
け
に
は
祭
和
的
な
用
途
以
外
の
目
的
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

、
え
た
い
。

(
ロ
)
官
有
物
と
し
て
の
打
ち
か
き
の
可
能
性

そ
の
解
釈
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
案
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
所
管
名
墨
書
土
器
群
は
、
墨
書
さ
れ
た
時
点
で
は
土
器
本
来
の
使
用
形

態
|
食
器
ー
と
し
て
の
用
途
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
は
、
杯
身
等
の
内
面
に
認
め
ら
れ
る
食
器
と
し
て
の
使
用
痕
跡
が
所
管
名
墨
書
土
器
群

こ
れ
ら
の
土
器
に
は
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
、
ど
の
施
設
か
ら
供
出
さ
れ
た
か
明
示
す
る
必
要
が
出

に
顕
著
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
更
に
は
、

て
き
た
。
よ
っ
て
、
官
街
名
・
官
職
名
が
墨
書
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
、

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
場
合
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ

で
着
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
御
子
ヶ
谷
遺
跡
の
墨
書
土
器
は
「
志
大
領
」
「
士
山
大
」
「
志
厨
」
の
様
に
郡
名
を
明
記
し
て
お
り
、
同
様
に
官
職

名
に
も
郡
名
を
冠
す
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
点
で
あ
る
。
郡
家
内
そ
の
場
所
で
使
用
す
る
場
合
に
は
、
敢
え
て
郡
名
を
明
記
す
る
必
要
は
無
い

は
ず
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、

こ
れ
ら
の
墨
書
土
器
は
、
志
太
郡
家
に
密
接
に
関
連
す
る
が
そ
の
中
心
部
か
ら
離
れ
た
場
で
使
用
す
る
た
め
、
本
来
の
所
属
場

所
か
ら
移
動
し
た
土
器
群
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
用
途
と
し
て
は
、
志
太
郡
家
主
催
の
饗
宴
用
食
器
と
す
る
の
が
ま
ず
妥
当
で
あ
ろ
う
。
饗
宴

墨書土器の基礎的研究139 



ヶ
谷
選
勝
で
廃
濃
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
、
打
ち
か
い
た
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

饗
宴
は
正
庁
の
み
な
ら
ず
、
詰
や
関
連
す
る
撞
設
で
行
わ
れ
る
場
合
も
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
志
太
郡
家
の
官
衛
的
機
能
辻
、
周
辺
の

地
理
環
境
か
ら
も
分
散
し
設
接
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
蒔
く
、
ま
た
御
子
ヶ
谷
遺
跡
か
ら
志
太
郡
家
以
外
の
施
設
名
・
官
職
名
(
「
益
脚
い
「
中

が
出
土
す
る
こ
と
は
、
当
地
が
他
の
機
関
か
ら
の
人
々
も
集
ま
る
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
託
的
。

終
了
後
、
御

衛
」
等
の
墨
書
土
器
)

(
ハ
)
共
用
物
と
し
て
の
性
格
に
関
わ
る
打
ち
か
き
の
可
能
性

(
ロ
)
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
古
代
官
需
遺
跡
毘
辺
で
大
量
に
出
現
す
る
供
繕
形
態
の
土
器
群
の
背
景
に
、
官
需
の
関
保
す
る
饗
宴
な
ど
の
場

と
し
て
の
機
能
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

錦
子
ヶ
谷
遺
跡
の
場
合
は
、
こ
れ
だ
け
大
量
の
所
管
名
墨
書
土
器
が
出
土
す
る
こ
と
に
、
そ
の
特
殊
性
と
意
義
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
人
々

が
集
結
し
、
あ
る
特
定
の
用
途
(
儀
式
等
)
の
為
に
使
用
し
た
食
器
群
は
そ
の
場
で
麗
棄
さ
れ
た
可
能
笠
が
民
俗
例
等
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
後
代
の
か
わ
ら
け
の
使
用
形
態
を
初
棉
と
さ
せ
る
も
の
で
興
味
深
い

Q

(
ニ
)
墨
書
内
容
と
訂
ち
か
き
行
為
が
爵
連
し
な
い
場
合

文
学
内
容
と
土
器
形
状
が
リ
ン
ク
す
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
根
本
的
な
問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
祝
に
転
沼
す
る
逸
程

に
お
い
て
、

土
器
に
打
ち
か
き
が
為
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

ヶ
谷
潰
跡
の

し

か

し

、

御

器

群

の

な

か

で

も

特

別
な
用
途
を
想
定
す
べ
き
で
為
る
。
ま
た
、
文
字
そ
の
も
の
が
遺
跡
内
の
一
文
字
・
記
号
墨
書
土
器
に
比
し
て
薄
い
も
の
が
多
く
、
墨
書
持
点

と
療
棄
時
期
と
は
時
期
を
お
く
と
考
え
る
べ
き
で
、
形
状
と
そ
の
議
書
内
容
を
ま
ず
繁
械
に
捉
え
た
い
。
無
論
、
割
れ
や
す
い
土
器
庇
部
と
体

部
の
間
を
打
ち
か
さ
、
何
か
仙
沼
の
用
途
に
転
用
し
、
使
用
し
た
可
龍
性
も
全
く
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
転
用
混
と
し
て
の
使
用
開
は

そ
の
使
用
形
態
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

器
は
、

グ〉

器
と
比
較
し
て
打
ち
か
き
さ
れ
る
車
が
蒔
く
、

わ
ず
か
で
あ
号
、
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
(
ハ
)
と
の
関
連
を
考
慮
し
つ
つ
(
ロ
)
の
可
能
性
が
尤
も
高
い
と
し
て
お
き
、

(
二
)
の
例
も
存
在
し
た

可
能
性
を
み
て
お
き
た
い
。

各
々
の
官
街
に
所
属
す
る
墨
書
土
器
が
検
討
で
き
る
静
岡
県
を
例
(
問
、
幾
つ
か
の
所
管
名
墨
書
土
器
の
打
ち
か
き
例
に
関
し
て
み
て
お
き

た
い
(
図
5
)
。

郡
遺
跡
は
藤
枝
市
に
存
在
し
、
木
簡
・
墨
書
土
器
の
内
容
か
ら
そ
の
性
格
と
し
て
益
頭
郡
家
に
比
定
さ
れ
る
。
御
子
ヶ
谷
遺
跡
と
の
距
離
は

僅
か

2
凶
で
、
密
接
な
関
係
が
推
測
さ
れ
(
初
。
墨
書
土
器
は
計
六
七
点
出
土
し
、
そ
の
大
半
で
あ
る
「
益
厨
」
墨
書
土
器
に
打
ち
か
き
が
認
め

ら
れ
る
(
図
4
)
。
当
遺
跡
か
ら
は
益
頭
郡
の
隣
郡
で
あ
る
安
部
郡
か
ら
の
搬
入
品
で
あ
る
「
安
厨
」
墨
書
土
器
が
一
点
出
土
し
て
い
る
が
、

れ
に
は
打
ち
か
き
が
認
め
ら
れ
な
い
。
御
子
ヶ
谷
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
「
益
厨
」
「
益
」
墨
書
土
器
(
益
頭
郡
か
ら
の
搬
入
土
器
、
そ
れ
ぞ

れ
一
点
ず
つ
)
は
打
ち
か
い
て
い
な
い
事
実
と
共
通
し
た
事
実
と
い
え
る
。

坂
尻
遺
跡
は
袋
井
市
に
位
置
し
、
佐
野
郡
家
と
も
日
根
駅
家
と
も
推
定
き
れ
て
い
る
遺
跡
で
あ
り
、
郷
名
、
郡
名
、
騨
家
に
関
連
す
る
も
の

を
は
じ
め
と
し
て
四
八
八
点
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
郡
家
に
関
連
す
る
「
佐
野
厨
家
」
「
口
野
口
」
に
は
、
大
変
丁
寧
な
打
ち
か
き
が

(図
4
)
。
「
日
根
騨
家
」
「
日
根
大
」
「
大
上
日
請
騨
家
」
と
い
っ
た
墨
書
土
器
に
は
打
ち
か
き
が
認
め
ら
れ
な
い
。

認
め
ら
れ
る

な
お
、
坂
尻
遺
跡
に
隣
接
し
た
官
街
遺
跡
と
し
て
梅
橋
北
遺
跡
が
あ
る
。

や
は
り
墨
書
土
器
が
一

O
O
点
と
大
量
に
出
土
し
、
打
ち
か
き
が

顕
著
に
認
め
ら
れ
る
が
、

そ
の
文
字
は
一
文
字
の
も
の
ば
か
り
で
、
集
落
遺
跡
な
ど
に
見
ら
れ
る
も
の
と
共
通
し
て
い
る
。
性
格
と
し
て
は
む

し
ろ
先
述
の
祭
把
的
な
打
ち
か
き
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
他
の
遺
跡
と
の
時
期
的
な
差
(
梅
橋
北
遺
跡
は
中
心
時
期
が
九
世
紀
以
降
)

や
、
破

所
的
な
遺
跡
の
性
格
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

先
述
の
伊
場
遺
跡
「
下
厨
南
」
「
栗
原
騨
長
」
「
駅
長
壱
」
「
竹
田
郷
」
「
布
知
厨
」
墨
書
土
器
、
城
山
遺
跡
の
「
少
毅
殿
」
「
竹
田
里
」
墨
書
土

器
に
は
そ
れ
ぞ
れ
打
ち
か
き
が
認
め
ら
れ
る
(
図
4
)
。
こ
れ
ら
の
文
字
は
み
な
細
く
達
筆
で
あ
る
。
時
期
的
に
は
伊
場
遺
跡
の
も
の
は
八
世
紀

は
じ
め
i
九
世
紀
前
葉
、
城
山
遺
跡
の
も
の
は
八
世
紀
中
頃
i
九
世
紀
前
葉
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

.，.除

、-
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図 4 静岡県下の官街遺跡出土の打ちかき墨書土器
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他
県
の
例
で
は
、
新
潟
県
八
幡
林
遺
跡
の
墨
書
土
器
に
も
「
大
領
」
「
厨
」
「
南
殿
」
等
に
打
ち
か
き
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
下
野
国
府
の

墨
書
土
器
の
中
に
も
、
「
介
」
「
国
府
氷
」
「
寒
川
厨
」
墨
書
土
器
に
は
打
ち
か
き
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
(
制
。

な
お
、
官
街
遺
跡
に
関
わ
る
墨
書
土
器
の
例
と
し
て
、
各
地
で
出
土
す
る
グ
厨
。
銘
土
器
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
お
き
た
い
。
あ
る
。
各
地

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
打
ち
か
き
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
平
川
南
氏
も
述
べ
る
よ
う
に
P

厨
。
を
冠
す
る
墨
書
土
器
は
、

本
来
の
保
管
場
所
か
ら
の
移
動
が
想
定
さ
れ
て
い
(
加
。
た
だ
し
す
べ
て
の
庁
厨

4

銘
墨
書
土
器
に
打
ち
か
き
が
見
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
。
そ
の

動
態
範
囲
は
様
々
で
、
遠
隔
地
に
移
動
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
遺
跡
内
に
お
い
て
本
来
の
所
属
場
所
か
ら
別
の
施
設
に
移
動
す
る
こ
と
も
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
庁
厨
。
と
記
す
動
機
を
そ
の
指
す
と
こ
ろ
の
内
容
と
共
に
遺
跡
ご
と
に
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
打
ち
か
き
痕
跡
の

有
無
も
移
動
形
態
を
考
察
す
る
上
で
の
一
視
点
と
な
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
文
字
資
料
か
ら
即
時
的
に
遺
跡
性
格
を
推
定
す
る
姿
勢
に
対
し
、

注
意
を
促
す
も
の
と
言
え
る
。

で
出
土
す
る
が
、

こ
う
し
た
所
管
名
墨
書
土
器
の
打
ち
か
き
は
、
官
有
物
の
廃
棄
を
考
え
る
上
で
大
変
興
味
深
い
。
出
土
遺
跡
の
場
と
し
て
の
機
能
と
共
に
墨

書
土
器
の
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
必
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
同
じ
文
字
資
料
と
し
て
、
木
簡
の
廃
棄
は
、
そ
の
移
動
を
想
定
し
た
か
た

ち
で
近
年
論
じ
ら
れ
て
い
泌
。
移
動
性
を
持
つ
官
有
物
と
し
て
、
墨
書
土
器
も
そ
の
動
態
を
考
慮
し
、
文
字
意
味
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
墨
書
土
器
の
場
合
、
文
字
記
載
部
分
を
欠
損
さ
せ
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
土
器
と
し
て
の
機
能
を
剥
奪
す
る
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
た
点
が
木
簡
と
異
な
る
。

官
有
物
と
言
う
点
で
は
、
都
城
の
墨
書
土
器
に
関
し
て
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
平
城
宮
・
長
岡
京
出
土
墨
書
土
器
を
見
る
限
り
、
地

方
出
土
品
に
比
し
て
打
ち
か
き
率
は
少
な
い
。
墨
書
の
本
質
的
な
性
格
・
動
機
が
異
な
る
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
多
数
の
官
街
施
設
が
密
集

す
る
都
城
に
於
い
て
は
、
そ
の
所
属
を
明
記
し
保
管
す
る
と
い
う
性
格
で
捉
え
て
よ
く
、
そ
の
廃
棄
に
際
し
て
も
打
ち
か
き
が
必
要
と
は
な
ら

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
都
城
の
記
号
墨
書
土
器
に
つ
い
て
は
、
地
方
出
土
の
も
の
と
区
別
す
る
必
要
が
あ
る
。
遺
跡
の
性

格
と
対
応
さ
せ
て
線
刻
土
器
・
記
号
墨
書
土
器
を
検
討
し
た
山
中
章
氏
は
、
そ
れ
ら
は
非
識
字
層
の
為
に
出
現
し
て
き
た
も
の
と
の
説
を
と
(
的
。
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つ
ま
り
、
食
器
と
し
て
使
用
さ

実
物
を
見
る
と
長
岡
京
出
土
の
記
号
墨
書
土
器
は
破
片
資
料
が
圧
倒
的
で
接
合
せ
ず
、
打
ち
か
き
率
は
低
い
。

れ
た
最
終
段
階
と
し
て
の
姿
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
ま
た
そ
の
出
土
遺
跡
の
性
格
も
相
侠
っ
て
氏
の
推
測
も
十
分
成
り
立
つ
と
思
わ
れ
る
。
こ
う

し
た
管
理
を
目
的
と
し
て
墨
書
さ
れ
た
記
号
墨
書
土
器
は
、
官
有
物
的
な
性
格
と
す
べ
き
墨
書
土
器
群
で
あ
る
。
所
属
機
関
が
多
数
存
在
す
る

都
城
特
有
の
墨
書
土
器
の
あ
り
方
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
都
城
出
土
の
記
号
墨
書
土
器
に
関
し
て
す
べ
て
同
様
の
性
格
で
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
多
様
な
性
格
を
想
定
す
べ
き
必
要
が

あ
ろ
う
。
都
城
は
各
地
か
ら
人
の
集
結
す
る
場
で
あ
り
、
墨
書
土
器
の
性
格
も
書
き
手
の
出
身
地
に
規
制
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え

そ
の
使
用
形
態
は
東

ば
、
長
岡
京
左
京
四
条
二
坊
九
条
の
宅
地
跡
に
お
い
て
は
、
「
積
」
墨
書
土
器
が
出
土
す
る
。
そ
の
出
土
状
況
を
み
て
も
、

国
集
落
の
様
相
に
通
じ
る
部
分
が
あ
る
。
同
所
で
は
東
国
産
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

な
お
、
平
城
宮
出
土
の
墨
書
土
器
に
打
ち
か
き
が
確
認
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、

み
な
一
文
字
・
記
号
墨
書
で
九
世
紀
以
降
に
属
す
こ
と
か

ら
、
祭
紀
的
な
性
格
の
も
の
と
想
定
し
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
人
名
墨
書
土
器
に
つ
い
て
は
、
{
自
衛
的
な
性
格
の
も
の
と
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
確
か
に
官
街
遺
跡
周
辺
に
お
い
て
多

出
す
る
傾
向
は
確
実
に
あ
る
。
し
か
し
、
地
方
出
土
品
で
も
都
城
の
も
の
で
も
打
ち
か
き
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
基
本
的
に
は
、

(
お
)

の
人
物
が
使
用
す
る
と
い
う
性
格
|
属
人
器
ー
で
あ
り
、
官
有
物
と
い
う
傾
向
は
少
な
い
た
め
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、

い
て
も
一
律
的
な
捉
え
方
は
慎
む
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ

④
墨
書
と
直
結
し
な
い
打
ち
か
き

打
ち
か
き
は
、

墨
書
土
器
を
考
え
る
上
で
重
要
な
観
察
視
点
で
あ
る
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
墨
書
行
為
に
直
結
し
な
い

打
ち
か
き
事
例
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。

神
奈
川
県
四
之
宮
下
郷
遺
跡
は
、
「
政
所
」
「
曹
司
」
「
大
住
」
等
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
、
相
模
国
府
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
遺
跡
で
あ
る
。
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当
遺
跡
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
施
粕
陶
器
杯
群
で
、
こ
れ
ら
は
打
ち
か
き
を
受
け
、
転
用
硯
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
形
状
は
こ
れ

こ
う
し
た
硯
へ
の
転
用
過
程
は
打
ち
か
き
の
重
要
な
動
機
の
ひ
と
つ
で
あ

ま
で
述
べ
て
き
た
打
ち
か
き
墨
書
土
器
と
同
じ
形
状
を
し
て
い
る
。

(
H
U
)
 

り
、
注
目
し
た
い
。
な
お
、
食
器
と
し
て
使
用
し
て
い
た
も
の
が
欠
け
た
こ
と
を
契
機
に
打
ち
か
き
、

硯
に
再
利
用
さ
れ
た
場
合
は
、
厳
密
に

は
土
器
上
に
見
え
る
破
砕
面
が
硯
に
転
用
す
る
と
い
う
同
一
目
的
の
た
め
の
所
産
と
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

土
器
を
置
物
(
重
石
な
ど
)
や
紡
錘
車
に
再
利
用
し
た
例
が
あ
(
初
。
こ
う
し
た
も
の
に
墨
書
が
関
連
す
る
か
否

こ
う
し
た
例
の
ほ
か
に
も
、

か
は
個
々
の
検
討
が
必
要
と
な
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
過
程
に
お
け
る
加
工
の
一
手
段
と
し
て
も
打
ち
か
き
行
為
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
硯

へ
の
転
用
は
墨
書
行
為
と
も
密
接
に
関
わ
る
も
の
へ
の
転
用
行
為
で
あ
り
、
そ
の
意
味
付
け
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

土
器
は
耐
久
材
で
あ
り
、

⑤
現
代
の
打
ち
か
き
事
例
か
ら

古
代
の
墨
書
土
器
と
そ
の
打
ち
か
き
を
考
え
る
上
で
、
示
唆
的
な
現
代
の
事
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

奈
良
県
橿
原
市
の
久
米
寺
で
は
、
現
在
で
も
寺
内
隅
に
お
い
て
、
墨
書
行
為
と
そ
れ
に
伴
う
か
わ
ら
け
割
り
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
本
堂

前
面
の
一
郭
に
お
い
て
参
拝
者
が
、
か
わ
ら
け
を
購
入
し
、
そ
の
場
で
割
る
特
別
の
場
が
存
在
す
る
。
か
わ
ら
け
は
、
直
径
叩
セ
ン
チ
程
で
、

ピ
ン
ク
を
帯
び
た
白
色
の
胎
土
の
土
器
で
あ
り
、
内
側
に
は
「
厄
除
」
の
刻
印
が
施
さ
れ
て
い
る
。
祈
願
者
は
そ
の
内
側
に
そ
の
場
に
用
意
し

て
あ
る
ペ
ン
等
で
、
思
い
思
い
の
願
い
事
を
記
し
た
直
後
、
堂
の
前
に
用
意
し
て
あ
る
河
原
石
に
向
か
っ
て
投
げ
つ
け
る
。

石
の
周
囲
は
累
々

と
し
た
土
器
破
片
の
山
が
築
か
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
石
は
二
石
存
在
し
て
お
り
、

つ
け
る
か
が
決
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
願
い
事
の
種
類
に
よ
り
ど
ち
ら
の
石
に
投
げ

古
代
の
墨
書
土
器
の
打
ち
か
き
と
直
結
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
幾
つ
か
の
点
で
示
唆
的
と
思
わ
れ
る
の
で
記
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、

か
わ
ら
け
を
使
用
し
た
祈
願
行
為
は
そ
れ
を
割
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
結
す
る
。

墨
書
行
為
は
、

そ
の
場
で
総
体
的
に
割
る
行
為
と
密

つ
ま
り
、
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接
に
関
連
す
る
と
い
え
る
。
先
に
述
べ
た
古
代
の
打
ち
か
き
墨
書
土
器
も
、
出
土
す
る
場
所
は
こ
う
し
た
「
特
別
の
場
」
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

は
、
そ
の
場
を
管
理
す
る
寺
側
が
用
意
を
整
え
て
い
る
こ
と
が

ま
た
、
筆
や
墨
(
現
代
で
は
サ
イ
ン
ペ
ン
等
の
文
字
を
記
し
や
す
い
筆
記
具
)

わ
か
る
。
古
代
に
お
い
て
、
筆
記
具
で
あ
る
墨
・
筆
を
用
意
で
き
、
更
に
は
土
器
も
大
量
に
↓
調
達
す
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
ど
の
よ
う
な
人
々

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
特
別
な
場
」
を
管
理
し
て
い
た
物
と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
は
、
「
厄
除
」
の
刻
印
文
字
は
、
土

器
が
割
る
た
め
に
当
初
よ
り
特
注
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ
の
か
わ
ら
け
は
寺
内
に
搬
入
さ
れ
た
後
、
短
期
間
の
内
に

食
器
と
し
て
利
用
さ
れ
な
い
ま
ま
打
ち
か
き
廃
棄
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
古
代
に
お
い
て
墨
書
土
器
上
の
文
字
が
稚
拙
な
も
の
と
達
筆
な
も
の
が
あ
る
理
由
と
し
て
、
書
き
手
が
一
人
で
な
い
場
合
を
想
定
す

べ
き
こ
と
が
わ
か
る
。
文
字
も
書
き
手
(
祈
願
者
)
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
久
米
寺
の
か
わ
ら
け
は
破
砕
後
、
バ
ラ
バ
ラ
の
小
破
片
と
な
る
。
そ
の
形
状
は
、
本
稿
で
打
ち
か
き
と
判
断
し
て
い
る
も
の
と
異

な
る
。
こ
れ
は
割
る
行
為
は
共
通
し
な
が
ら
、
む
し
ろ
打
ち
か
き
行
為
は
考
古
学
的
に
判
断
で
き
る
以
上
に
多
い
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
。

⑥
小
結

(
必
)

打
ち
か
き
は
古
代
の
墨
書
土
器
に
お
け
る
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
打
ち
か
き
の
動
機
は
場
面
ご
と
に
様
々
で
あ
る
。
文

字
の
存
在
が
、
打
ち
か
き
行
為
の
意
味
を
解
明
す
る
手
掛
か
り
と
な
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
打
ち
か
き
が
ど

の
段
階
で
土
器
に
為
き
れ
る
か
は
異
な
り
、
遺
跡
・
資
料
毎
に
検
証
す
る
作
業
が
必
要
だ
と
い
う
事
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
そ
れ
は
土
器
に
見

え
る
最
終
段
階
の
観
察
所
見
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
官
街
遺
跡
周
辺
で
出
土
す
る
所
管
名
墨
書
土
器
の
打
ち
か
き
は
、
今
後
そ
の
動
態
の
中
で
意
味
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
宮

衝
の
中
心
部
で
は
な
く
、
複
合
的
な
性
格
を
持
つ
よ
う
な
遺
跡
に
お
い
て
む
し
ろ
墨
書
土
器
が
量
的
に
多
い
の
は
、
土
器
が
移
動
す
る
こ
と
に

起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
御
子
ヶ
谷
遺
跡
に
比
し
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
各
地
方
官
街
遺
跡
の
所
管
名
墨
書
土
器
群
に
関
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し
て
は
打
ち
か
き
率
は
低
く
、
同
様
の
解
釈
が
当
て
は
ま
る
か
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
打
ち
か
き
墨
書
土
器
の
器
種
は
杯
・
皿
の
場
合
、
特
に
高
台
付
の
も
の
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。
あ
る
い
は
高
台
付
の
も
の
は
易
損
度

が
高
く
、
打
ち
か
き
に
適
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
破
砕
面
の
観
察
か
ら
も
土
器
外
部
↓
内
部
へ
と
割
っ
た
方
向
が
う

か
が
え
る
資
料
が
多
く
、

そ
の
方
法
を
巡
る
今
後
の
着
眼
点
と
し
て
お
き
た
い
。

(
2
)
墨
書
土
器
と
そ
の
付
着
物

土
器
に
付
着
し
て
い
る
も
の
は
墨
ば
か
り
で
は
な
い
。
付
着
物
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

墨
書
土
器
の
意
味
の
捉
え
方
は
大
き
く
左
右

さ
れ
る
。
以
下
、
主
な
付
着
物
と
そ
の
位
置
付
け
に
関
し
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

①
油
煙
・
煤
の
付
着

(
イ
)
油
煙
状
の
付
着
物
|
灯
明
皿

l

墨
書
土
器
が
大
量
に
出
土
す
る
遺
跡
で
、

(
必
)

タ
l
ル
状
の
付
着
物
が
見
ら
れ
る
土
器
が
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
油
煙
で
、
灯
明
皿

と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
器
種
は
杯
・
皿
・
盤
等
の
供
膳
形
態
の
土
器
で
、
完
形
に
近
い
状
態
で
出
土
す
る
こ
と
が
多

口
縁
部
に
は
黒
色
の
油
煙
状
物
質
が
付
着
し
、
そ
の
部
分
か
ら
底

部
方
向
へ
筋
状
に
流
れ
た
痕
跡
を
観
察
で
き
る
。
灯
心
を
固
定
さ
せ
る
た
め
に
口
縁
部
分
が
僅
か
に
削
つ
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。
油
煙
は
土
器

い
。
ま
れ
に
灯
明
皿
と
し
て
使
用
し
た
の
ち
、
打
ち
か
き
す
る
例
も
あ
る
。

内
面
に
も
外
面
に
も
付
着
す
る
場
合
が
あ
り
、

ま
た
両
面
に
付
着
す
る
も
の
さ
え
あ
る
こ
と
か
ら
、
使
用
形
態
に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
と

予
想
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
特
徴
を
持
つ
墨
書
土
器
の
文
字
内
容
は
、

一
、
二
文
字
で
祭
組
的
な
内
容
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
時
期
的
に
は
九
世
紀
以
降

に
多
く
、
地
方
で
も
都
城
に
も
み
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
出
土
す
る
遺
跡
の
性
格
は
様
々
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
当
該
期
の
墨
書
土
器
の
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本
質
に
深
く
関
わ
る
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
墨
書
の
無
い
灯
明
皿
が
共
伴
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
か
ら
、
墨

書
土
器
を
含
め
、
土
器
を
大
量
に
使
用
す
る
大
掛
か
り
な
活
動
が
う
か
が
え
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

そ
の
使
用
形
態
を
探
る
試
み
と
し
て
、
神
奈
川
県
南
鍛
冶
山
遺
跡
の
墨
書
土
器
を
見
て
み
た
吋
o

当
遺
跡
は
、
藤
沢
市
に
位
置
す
る
七
世
紀

末
i
十
世
中
葉
に
か
け
て
の
集
落
遺
跡
で
、
計
五
一
一
点
の
墨
書
土
器
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
文
字
は
、
「
廿
万
」
(
七
七
点
・
「
廿
」
含
む
)
「
寺

万
」
「
寺
」
等
の
か
寺
d

関
係
(
三
八
点
)
「
一
万
」
(
六
五
点
)
「
中
万
」
(
三
二
点
・
「
中
」
含
む
)
等
が
あ
る
。

文
字
ご
と
に
そ
の
出
土
域
が
わ
か
れ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
文
字
ご
と

遺
跡
内
に
お
い
て
、

に
土
器
の
特
徴
が
明
確
に
分
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
グ
寺
。
に
関
係
す
る
「
寺
万
」
「
寺
」
「
寺
一
万
」
「
寺
こ
墨
書
土
器
は
、
灯
明
血
痕
跡
の

認
め
ら
れ
る
も
の
が
二
二
点
中
一
五
点
と
約
叩
%
に
上
る
の
に
対
し
、
「
廿
万
」
「
一
万
」
「
中
万
」
墨
書
土
器
に
は
「
一
万
」
に
辛
う
じ
て
一
点

油
煙
ら
し
き
も
の
が
付
着
す
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
前
者
の
寺
に
関
係
す
る
墨
書
土
器
の
形
状
は
完
形
に
近
く
、
残
存
率
の
良
好
な
も
の
が

一
九
点
(
約
部
%
)
と
ほ
ぼ
全
体
を
占
め
る
の
に
対
し
、
後
者
の
墨
書
土
器
群
は
破
片
資
料
が
圧
倒
的
で
あ
る
。

無
論
、
付
着
物
は
土
器
の
残
存
率
に
規
制
さ
れ
る
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
勘
案
し
て
も
、
遺
跡
内
に
お
け
る
庁
寺
。
関
連
墨

書
土
器
に
み
え
る
傾
向
は
顕
著
な
も
の
と
言
え
る
。
同
時
に
、
墨
書
土
器
の
文
字
に
よ
っ
て
土
器
の
形
状
が
異
な
る
事
実
は
、
同
一
の
遺
跡
内

で
あ
っ
て
も
同
じ
視
点
で
文
字
を
解
釈
す
る
こ
と
の
有
限
性
を
提
示
し
て
い
る
。

な
お
、
「
寺
万
」
墨
書
土
器
を
多
出
し
た

g
o
o
-
2は
、
そ
の
出
土
状
況
か
ら
竪
穴
建
物
内
に
お
け
る
祭
加
の
実
態
に
迫
る
こ
と
の
で
き
る

好
例
で
あ
る

(図
5
)
。

次
に
、
建
物
跡
か
ら
出
土
す
る
例
と
し
て
熊
本
県
上
鶴
頭
遺
跡
の
墨
書
土
器
を
あ
げ
て
み
た
い
。
当
遺
跡
は
郡
家
に
関
連
す
る
と
推
定
さ
れ

て
い
る
遺
跡
で
あ
る
。
掘
立
柱
建
物
S
B
0
6
周
辺
を
中
心
に
、
柱
穴
掘
り
方
や
そ
の
埋
土
等
か
ら
出
土
す
る
。
丹
塗
り
の
土
師
器
杯
に
「
正
」

「
大
正
」
「
生
」
「
西
正
」
等
の
文
字
が
記
さ
れ
た
も
の
が
計
六
七
点
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
「
大
正
」
「
生
」
は
灯
明
皿
と
し
て
使
用
さ

(
あ
る
い
は
打
ち
か
き
が
灯

れ
る
割
合
が
高
い
。
破
砕
断
面
に
も
タ

l
ル
付
着
が
観
察
さ
れ
、
灯
明
皿
と
し
て
使
用
の
後
打
ち
か
き
を
、
つ
け
た
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明
皿
使
用
の
直
後
)
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
従
来
、
文
字
内
容
は
地
名
や
施
設
名
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
土
器
の
形
状
観
察
か
ら
は

再
考
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
文
字
が
解
読
で
き
て
い
な
い
墨
書
土
器
に
も
、
灯
明
皿
痕
跡
の
あ
る
も
の
が
多
い
。

多
賀
城
周
辺
の
調
査
で
、
注
目
す
べ
き
成
果
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
高
崎
遺
跡
井
戸
尻
地
区
・
山
王
遺
跡
東
町
浦
地
区
で
は
、
完
形
の
灯
明

皿
土
器
が
大
量
に
出
土
し
、
万
灯
会
が
執
り
行
わ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
後
者
の
地
区
に
お
い
て
「
観
音
寺
」
銘
の
墨
書
土
器
が

出
土
し
て
い
る
。
万
灯
会
と
は
、
機
悔
滅
罪
の
た
め
に
多
数
の
灯
明
を
と
も
し
、
仏
の
供
養
を
お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。
時
期
的
に
は
十
世
紀

そ
の
背
景
に
は
当
該
期
に
当
地
を
襲
っ
た
災
害
の
影
響
が
あ
ろ
う
。
墨
書
土
器
に
は
、
「
大
」
「
生
」
「
田
」
「
玉
」
「
原
」
等

初
頭
の
土
器
群
で
、

の
文
字
が
あ
る
。

た
だ
し
、
「
観
音
寺
」
墨
書
土
器
そ
の
も
の
は
灯
明
皿
痕
跡
が
無
い
が
、
灯
明
皿
と
一
緒
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

そ
れ

に
観
音
寺
が
関
わ
っ
て
い
た
事
実
を
示
し
て
い
よ
う
。
ま
た
、
興
味
深
い
の
は
、
油
煙
の
付
着
の
仕
方
に
幾
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
こ
と
で
、

特
に
土
器
内
面
に
繊
維
状
物
質
の
存
在
す
る
灯
明
皿
墨
書
土
器
に
は
特
別
の
使
用
形
態
が
想
定
さ
れ
る
。

先
述
し
た
石
川
県
浄
水
寺
遺
跡
の
、
吉
祥
句
を
記
し
た
墨
書
土
器
に
も
灯
明
皿
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
こ
と
も
、
や
は
り
注

目
さ
れ
る
。
特
に
赤
彩
さ
れ
た
内
墨
土
師
器
に
墨
書
の
あ
る
も
の
は
、
灯
明
皿
と
し
て
の
使
用
率
も
高
い
。

九
世
紀
i
十
世
紀
後
半
に
各
地
で
大
溝
へ
の
墨
書
土
器
の
大
量
廃
棄
行
為
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
祭
問
的
な
場
と
考
え
ら
れ
る
が
、

う
し
た
遺
跡
か
ら
も
灯
明
皿
痕
跡
の
認
め
ら
れ
る
墨
書
土
器
が
確
認
さ
れ
る
。

福
島
県
上
吉
田
遺
跡
の
墨
書
土
器
は
、
溝
か
ら
一
括
出
土
の
四
五

O
点
の
う
ち
、
灯
明
皿
が
六
点
含
ま
れ
て
い
る
。
当
遺
跡
の
墨
書
土
器
は

溝
に
大
量
に
一
括
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
使
用
痕
跡
が
殆
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
「
善
」
「
真
」
等
の
墨
書
土
器
で
、
特
定
の
文
字
が
灯
明
皿
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
傾
向
は
な
い
。
ま
た
、
墨
書
さ
れ
て
い
な
い
土
器
で
も
、
油
煙
の
付
着
し
て
い
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
当
遺
跡
は

祭
和
的
な
性
格
を
有
す
る
場
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
大
溝
か
ら
大
量
の
墨
書
土
器
が
出
土
す
る
祭
組
遺
跡
の
墨
書
土
器
に
は
諸
々
の

使
用
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
必
ず
わ
ず
か
な
が
ら
灯
明
皿
痕
跡
の
あ
る
墨
書
土
器
が
認
め
ら
れ
る
。
先
に
述
べ
た
伊

場
・
城
山
遺
跡
も
九
世
紀
以
降
に
な
る
と
同
じ
様
相
が
看
取
さ
れ
る
。
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(
ロ
)
煤
痕
跡

煤
痕
跡
の
見
ら
れ
る
も
の
や
火
を
受
け
土
器
表
面
が
は
じ
け
と
ん
で
い
る
よ
う
な
状
況
を
呈
す
る
墨
書
土
器
も
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
灯
明

皿
の
痕
跡
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
や
は
り
、
九
世
紀
代
の
地
方
出
土
の
一
、
二
文
字
墨
書
土
器
に
見
ら
れ
る
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
て
良

しE
O 

宮
崎
県
余
り
田
遺
(
駅
は
、
。
九
州
地
域
で
は
ま
れ
に
見
る
一
六

O
点
の
墨
書
土
器
が
大
溝
か
ら
一
括
出
土
し
た
。
そ
れ
ら
は
四
点
を
除
き
み
な

土
師
質
土
器
の
杯
・
鉢
・
椀
で
、
底
部
・
体
部
外
面
に
煤
を
付
着
き
せ
た
も
の
が
多
数
認
め
ら
れ
る
。

一
見
し
て
黒
色
土
器
に
み
え
る
も
の
す

ら
存
在
す
る
。
当
遺
跡
か
ら
は
灯
明
皿
と
し
て
使
用
さ
れ
た
痕
跡
の
あ
る
墨
書
土
器
や
墨
書
無
し
の
灯
明
皿
が
大
量
に
出
土
し
、
祭
組
的
な
性

格
を
有
す
る
場
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
先
述
し
た
浄
水
寺
遺
跡
で
は
、
灯
明
皿
使
用
の
墨
書
土
器
と
同
数
程
度
の
、
煤
痕
跡
の
あ
る
墨
書
土
器
が
出
土
す
る
。

や
は
り
、
寺

院
内
に
お
い
て
何
ら
か
の
宗
教
活
動
に
伴
い
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
良
い
。

こ
う
し
た
煤
痕
跡
の
あ
る
土
器
は
、
灯
明
皿
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
共
伴
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
か
ら
、

そ
の
周
辺
に
出
現
す
る
も
の

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

②
漆
付
着

平
城
宮
・
京
及
び
、
地
方
の
工
房
的
遺
跡
出
土
の
漆
付
着
土
器
を
検
討
し
た
玉
田
芳
英
氏
は
、
漆
付
着
の
墨
書
土
器
は
杯
、
皿
、
盤
、
査
の

器
種
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
そ
の
器
種
か
ら
漆
運
搬
具
と
考
え
ら
れ
る
土
器
上
の
文
字
内
容
(
「
船
木
郷
漆
/
口
」
「
美
作
」
な
ど
)

漆
が
税
の
一
種
と
し
て
国
家
の
統
制
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

か
ら
は
、

こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、

土
器
の
中
に
漆
を
入
れ
、
墨
書
し
た
場
所
と
、
最
終
的
な
出
土
地
点
が
異
な
る
点
で
あ
る
。
内
容
物
と

あ
わ
せ
て
墨
書
の
意
味
を
捉
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
提
示
す
る
例
で
あ
る
。
ま
た
、
漆
の
付
着
し
た
墨
書
土
器
の
性
格
と
し
て
パ
レ
ッ
ト
の
杯
、
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皿
、
く
ろ
め
る
盤
、
運
搬
具
の
壷
の
器
種
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

な
お
、

玉
田
氏
も
述
べ
る
よ
う
に
、

黒
漆
を
に
つ
め
る
工
程
上
で
煤
付
着
土
器
が
出
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
煤
付
着
墨
書
土
器
と
の
共
伴
関

係
を
密
接
に
捉
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
事
実
、
漆
付
着
土
器
と
タ

l
ル
・
煤
付
着
痕
跡
の
あ
る
土
器
が
共
伴
し
出
土
す
る
場
合
が
あ
る
。

灯
明
皿
か
疑
わ
し
い
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

タ
ー
ル
・
煤
の
土
器
へ
の
付
着
の
仕
方
を
含
め
て
そ
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
、
大
溝
に
大
量
に
祭
和
的
な
墨
書
土
器
を
廃
棄
す
る
例
で
、
中
に
漆
の
付
着
し
て
い
る
も
の
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
何
ら
か
の
祭
把
に
関
わ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
別
の
段
階
の
痕
跡
と
し
て
捉
え
る
べ
き
か
は
、
出
土
状
況
な
ど
の
検
討

が
必
要
に
な
ろ
う
。

③
文
字
・
記
号
以
外
の
墨
付
着
l

転
用
硯
|

転
用
硯
は
、
文
字
を
記
す
人
物
が
存
在
し
た
場
の
出
土
品
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

墨
書
さ
れ
、

か
つ
硯
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
、
都
城
の
墨
書
土
器
に
圧
倒
的
に
多
い
。
平
城
宮
出
土
の
墨
書
土
器
は
転
用
硯
と
し

て
の
利
用
率
が
高
い
。
む
し
ろ
、
硯
と
し
て
土
器
を
使
用
し
、
そ
の
周
辺
に
お
け
る
副
次
的
な
所
産
と
し
て
墨
書
行
為
を
と
ら
え
得
る
。

り
、
大
量
の
官
人
層
出
現
と
そ
の
文
書
行
政
を
背
景
に
、
土
器
が
硯
と
し
て
転
用
さ
れ
る
必
要
性
が
大
幅
に
出
現
し
、
習
書
を
は
じ
め
と
し
た

手
な
ぐ
さ
み
の
絵
や
筆
な
ら
し
の
機
会
が
増
え
、
結
果
的
に
今
日
墨
書
土
器
と
し
て
残
る
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
。

地
方
出
土
の
転
用
硯
は
、
都
城
と
同
理
論
で
捉
え
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
地
方
官
街
や
寺
院
の
中
心
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
場
か

つ
ま

一方、

ら
転
用
硯
が
出
土
す
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
大
量
の
墨
書
土
器
を
溝
内
に
一
括
投
棄
し
て
い
る
よ
う
な
遺
跡
が
そ
う
で
あ
る
。

そ
れ
ら
は
一
概
に
転
用
硯
と
言
っ
て
も
そ
の
形
状
が
異
な
る
。
最
大
の
違
い
は
磨
り
痕
跡
の
有
無
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
磨
り
痕
跡
と
は
、
土
器

墨
が
付
着
し
、
指
で
触
れ
る
と
土
器
面
が
つ
る
つ
る
に
な
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
を
言

を
硯
面
と
し
て
利
用
し
た
と
き
に
で
き
る
摩
耗
面
で
、

、つノ。
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河川流路跡土器出土状況

。 1血

スクリーントーンは墨書土器

Eプロック微細図

墨痕(磨り痕跡無)

N20 

十 E¥O

。 10cm 

七二二F三二h

ε三三仁ご~

l-J~ 
図 6 上吉田遺跡出土の転用硯、変形土器、焼台
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地
方
官
街
遺
跡
周
辺
に
お
い
て
出
土
す
る
転
用
硯
に
は
、
磨
り
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
ま
た
、
石
川
県
浄
水
寺
跡
の

墨
書
の
あ
る
転
用
硯
の
よ
う
に
、
磨
り
痕
跡
が
顕
著
な
も
の
が
多
量
に
出
土
す
る
様
相
に
つ
い
て
は
、
写
経
を
は
じ
め
と
し
て
寺
院
活
動
に
と

も
な
う
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。

む
し
ろ
特
筆
す
べ
き
は
先
述
し
た
上
吉
田
遺
跡
の
よ
う
な
祭
把
的
墨
書
土
器
を
溝
か
ら
大
量
に
出
土
す
る
遺

跡
の
場
合
で
、
ほ
ぼ
必
ず
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
転
用
硯
が
共
伴
し
て
出
土
す
る
が
、
そ
の
墨
付
着
面
に
は
磨
り
痕
跡
は
殆
ど
認
め
ら
れ
な
い
(
図

6
)
。
硯
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、

パ
レ
ッ
ト
(
墨
溜
め
)

と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
杯
底
部
を
硯
と
し
て
利
用
す
る
場
合
で
も
、

敢
え
て
硯
面
と
し
て
選
択
し
な
く
て
も
良
い
よ
う
な
糸
き
り
痕
跡
の
あ
る
面
を
使
用
し
て
い
る
場
合
も
多
い
。

こ
う
し
た
墨
書
の
あ
る
転
用
硯
は
、
大
量
の
土
器
に
文
字
を
書
く
際
に
使
用
し
た
硯
で
は
な
か
ろ
う
か
。
祭
紀
的
な
文
字
を
記
す
た
め
の
硯

は
以
後
使
用
で
き
な
く
な
る
為
、
土
器
を
転
用
し
て
使
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
大
量
の
墨
書
土
器
と
一
括
投
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と

こ
そ
に
意
味
が
あ
る
。
ま
た
、
故
意
に
糸
き
り
の
あ
る
底
部
が
硯
(
パ
レ
ッ
ト
)
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
は
、
墨
書
時
の
設
置
状
態
な
ど
が
影

響
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
も
の
に
共
伴
す
る
墨
書
土
器
と
同
じ
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合
も
よ
く
み
ら
れ
る
。

文
具
と
墨
書
土
器
の
共
伴
関
係
は
書
き
手
の
問
題
を
探
る
上
で
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
遺
跡
内
で
円
面
硯
・
風
字
硯
等
が
ど
の
く
ら
い
出
土

す
る
の
か
を
合
わ
せ
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

④
小
結

以
上
、

墨
書
土
器
上
に
み
え
る
付
着
物
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

油
煙
付
着
:
:
:
灯
明
皿
か
。
都
城
よ
り
地
方
出
土
品
に
非
常
に
多
い
。
墨
書
無
し
の
灯
明
皿
と
共
伴
す
る
傾
向
が
あ
る
。

煤
付
着
:
・
:
:
:
油
煙
付
着
品
と
同
じ
よ
う
な
出
土
傾
向
が
あ
る
。
土
器
上
の
特
徴
と
し
て
は
灯
明
皿
と
し
て
の
痕
跡
と
は
異
な
る
。

漆
付
着
・
:
:
:
:
工
房
な
ど
の
周
辺
に
出
土
。
都
城
に
見
ら
れ
る
も
の
は
貢
納
物
容
器
と
し
て
の
動
き
が
う
か
が
え
る
。

油
煙
、
煤
、
漆
な
ど
の
付
着
物
の
確
定
や
、
そ
の
他
白
色
状
物
質
や
青
銅
色
の
付
着
物
等
の
物
質
解
明
に
お
い
て
は
、
近
年
発
達
の

な
お
、
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著
し
い
科
学
的
な
分
析
・
検
討
が
希
求
さ
れ
る
。

(
3
)
土
器
の
使
用
状
況

器
表
面
の
摩
耗
状
態
・
使
用
状
況
の
観
察
は
、
墨
書
土
器
の
使
用
形
態
の
解
明
の
み
な
ら
ず
、
土
器
の
消
費
遺
跡
へ
の
搬
入
経
路
の
問
題
も

含
め
て
重
要
な
視
点
で
あ
る
。
土
器
の
残
存
率
か
ら
判
明
す
る
事
実
を
、
以
下
述
べ
て
い
き
た
い
。

①
使
用
痕
跡
の
有
無

こ
こ
で
は
、
未
使
用
と
判
断
で
き
る
墨
書
土
器
の
例
を
抽
出
し
、
そ
の
出
土
状
況
等
の
所
見
を
加
味
し
つ
つ
考
え
て
み
た
い
。
な
お
、
未
使

用
の
土
器
は
、
次
の
よ
う
な
状
況
が
観
察
で
き
る
場
合
と
考
え
る
。
遺
跡
内
の
土
器
群
の
中
で
、
土
器
表
面
に
付
着
物
・
磨
り
痕
跡
等
が
認
め

そ
の
残
存
率
を
み
る
と
完
形
品
あ
る
い
は
完
形
状
態
を
復
元
す
る
こ
と
が
簡
単
な
状
態
で
あ
る
(
図
7
)
。
供
給
窯
の
資
料
が
判
明
し

ら
れ
ず
、

て
い
る
場
合
に
は
、

そ
れ
ら
も
基
準
に
し
て
表
面
観
察
を
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
と
す
る
。

こ
う
し
た
使
用
痕
観
察
は
、
遺
物
の
残
存
状
態
は
土
壌
等
の
様
々
な
条
件
に
影
響
き
れ
、
胎
土
も
異
な
る
も
の
を
同
レ
ヴ
ェ
ル
で

論
じ
て
良
い
か
否
か
等
の
問
題
が
あ
り
、
そ
の
方
法
論
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
敢
え
て
墨
書
土
器
の
使
用
痕
跡
の
問
題
に
触
れ
て

-

J

-

J

、

止

J
J
J
1
L

み
た
い
と
思
う
の
は
、
資
料
を
実
見
す
る
と
明
ら
か
に
未
使
用
と
考
え
ら
れ
る
墨
書
土
器
が
存
在
し
、

そ
の
機
能
・
意
味
を
考
え
る
上
で
欠
か

せ
な
い
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

伊
場
遺
跡
の
「
(
主
)
」
(
記
号
か
)
墨
書
土
器
は
、
未
使
用
の
状
態
が
観
察
で
き
る
好
例
で
あ
る
(
図
8
)
。
か
つ
て
拙
稿
で
、
祭
和
的
な
要

素
を
持
っ
と
指
摘
し
た
墨
書
土
器
群
で
あ
る
。
計
四
十
点
出
土
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
完
形
品
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
状
態
で
あ
る
。
器
種
は

特
有
の
陶
器
(
釈
で
、
文
字
は
記
号
と
し
て
の
意
味
合
い
を
強
く
有
す
(
日
。
土
器
の
内
外
面
共
に
摩
耗
し
て
お
ら
ず
、
全
く
汚
れ
の
無
い
外
観
を

呈
し
て
い
る
。
そ
の
出
土
状
況
か
ら
一
括
廃
棄
し
た
様
子
が
う
か
が
わ
れ
、
胎
土
・
形
態
か
ら
一
見
し
て
遺
跡
内
に
お
い
て
特
徴
的
な
土
器
群
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油煙状物質(灯明皿)

削り

(灯明芯の国定用)

食器としての使用による摩耗
墨痕(磨り痕跡有・無)

擦の付着
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3092 

。

打ちかき(硯等の再利用に伴う調整)

図 7 土器にみえる様々な使用痕跡(概念図)

こうした痕跡のないものが、未使用の土器である可能性大。
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で
あ
る
。

上
吉
田
遺
跡
の
墨
書
土
器
も
、
六
九
二
点
程
の
墨
書
土
器
に
使
用
痕
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
点
、
顕
著
な
特
徴
と
さ
れ
て
い
説
。
溝
内
に
一
括

投
棄
さ
れ
た
土
器
群
は
、
わ
ず
か
に
灯
明
皿
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
や
墨
・
漆
の
付
着
す
る
も
の
以
外
は
器
表
面
が
粗
く
か
っ
完
形
に
近
い

形
で
残
存
す
る
も
の
が
多
い
。
内
黒
土
師
器
へ
墨
書
さ
れ
て
い
る
も
の
も
黒
色
処
理
さ
れ
た
内
面
は
現
在
も
黒
光
り
し
、
て
か
て
か
で
、
ど
う

み
て
も
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
。

先
に
述
べ
た
余
り
田
遺
跡
で
は
、
九
世
紀
後
半
代
の
墨
書
土
器
が
一
三

O
点
出
土
し
て
い
る
(
側
、
そ
れ
ら
の
土
師
質
土
器
群
は
完
形
品
に
近

く
煤
痕
跡
は
顕
暑
だ
が
食
器
と
し
て
の
使
用
痕
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
出
土
状
況
や
時
期
等
が
類
似
す
る
同
県
下
の
昌
明
寺
遺
跡
の
墨
書
土
器
の

形
態
と
比
較
す
る
と
歴
然
と
し
た
違
い
が
見
ら
れ
る
。
余
り
田
遺
跡
の
方
は
、
完
形
品
に
近
く
(
五
四
点
、
全
体
の
位
%
)
、
底
部
の
み
を
残
し

て
打
ち
か
き
を
受
け
た
も
の
以
外
は
そ
の
器
種
復
元
が
容
易
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
灯
明
皿
に
使
用
さ
れ
た
も
の
も
多
く
、
墨
書
土
器
中
の

一
方
、
昌
明
寺
遺
跡
の
墨
書
土
器
は
、
ほ
と
ん
ど
が
破
片
資
料
で
あ
(
制
。
器
種
の
形
態
復
元
が
可
能
な
も
の
は
殆

か
ろ
う
じ
て
墨
書
部
位
を
確
認
で
き
る
程
度
の
大
き
き
で
あ
る
。
油
煙
付
着
品
が
僅
か
に
七
点
確
認
さ

三
四
点
、

お
%
を
占
め
る
。

ど
無
く
、

初
%
以
上
が
破
片
資
料
で
、

れ
る
程
度
に
と
ど
ま
り
、
完
形
に
近
い
も
の
は
二
点
(
1
%
)

で
あ
る
。

こ
う
し
た
土
器
の
形
態
差
は
、
遺
跡
の
性
格
と
そ
れ
に
と
も
な
う
墨
書
土
器
の
使
用
方
法
(
目
的
)
の
違
い
を
反
映
し
て
い
よ
う
。
余
り
田

遺
跡
は
祭
紀
的
な
性
格
の
場
と
考
え
ら
れ
て
い
語
。
土
器
も
そ
の
為
に
搬
入
さ
れ
た
た
め
使
い
込
ま
れ
て
お
ら
ず
、
器
表
面
に
は
食
器
と
し
て

の
使
用
時
に
起
こ
る
摩
耗
は
無
い
。
し
か
し
、
灯
明
皿
と
し
て
使
用
し
た
り
煤
痕
跡
が
顕
著
で
あ
っ
た
り
と
、
通
常
の
食
器
と
し
て
の
利
用
を

仮
定
し
た
場
合
に
考
え
ら
れ
な
い
使
用
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。

一
方
、
昌
明
寺
遺
跡
は
、
遺
跡
の
東
に
位
置
す
る
台
地
状
の
土
地
に
集
落
の
存
在

が
予
想
さ
れ
、

そ
の
地
点
と
比
較
す
る
と
墨
書
土
器
の
出
土
す
る
場
所
は
標
高
が
低
く
、
集
落
内
で
使
用
さ
れ
た
も
の
が
長
期
に
わ
た
っ
て
廃

棄
さ
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

な
お
、

土
器
の
使
用
痕
跡
を
考
え
る
上
で
、
注
目
す
べ
き
文
献
史
料
が
あ
る
。
常
陸
国
風
土
記
那
珂
郡
茨
城
里
条
で
あ
(
加
。
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日

成
ニ
夫
婦

杯一

有
ニ
兄
妹
二
人
一

不
ν
知
ニ
姓
名
-

夜
来
昼
去

妹
名
努
賀
毘
咋

時
妹
在
ν
室

常
就
求
婚

母
伯
驚
奇
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盛

浄|遂

兄
名
努
賀
毘
古

有
ν
人

終
生
ニ
小
蛇

一
タ
懐
妊

至
二
可
ν
産
月
一

闇
輿
ν
母
語

於
ν
是

明
ザ
右
ν
無
ν
言

心
挟
ニ
神
子

設
ν
壇
安
置

一
夜
之
間

亦
満
ニ
聡
内
一

如
ν
此
三
四

不
ν
敢
ν
用
レ
器
(
下
略
・
線
部
筆
者
)

己
満
ニ
杯
中
-

更
易
ν
聡
而
置
之

こ
の
史
料
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
神
で
あ
る
小
蛇
を
安
置
し
た
の
が
「
浄
杯
」
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
神
に
関
る
土
器
は
清

め
ら
れ
た
器
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
墨
書
土
器
の
使
用
状
況
を
探
る
上
で
注
目
さ
れ
る
史
料
と
言
え
る
。

②
完
形
品
と
そ
の
割
合

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
墨
書
土
器
の
使
用
状
況
と
そ
の
完
形
品
率
は
密
接
に
関
連
す
る
。
上
吉
田
遺
跡
の
例
は
そ
の
顕
著
な
例
で
あ
る
。
ま

た
、
伊
場
遺
跡
の
「
(
主
)
」
墨
書
土
器
や
城
山
遺
跡
の
打
ち
か
き
痕
跡
の
な
い
「
太
」
墨
書
土
器
、
余
り
田
遺
跡
の
墨
書
土
器
も
完
形
品
率
が

吉
岡
い
。

大
溝
に
墨
書
土
器
が
大
量
廃
棄
さ
れ
る
よ
う
な
遺
跡
で
は
、
出
土
土
器
の
完
形
品
率
が
高
い
こ
と
が
全
国
的
に
う
か
が
え
る
。
繰
言
に
な
る

土
器
の
搬
入
経
路
を
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
遺
跡
は
土
器
生
産
地
か
ら
至
近
距
離
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ

が
そ
の
背
景
と
し
て
、

れ
る
。
本
稿
で
触
れ
た
遺
跡
で
言
え
ば
、
地
域
的
に
須
恵
器
主
体
の
遺
跡
で
は
、
上
吉
田
遺
跡
は
九
世
紀
東
北
最
大
窯
で
あ
る
大
戸
窯
の
製
品

が
圧
倒
的
で
あ
る
が
、
距
離
的
に
近
接
し
、
か
つ
水
運
を
利
用
し
て
土
器
搬
入
も
た
や
す
い
。
同
様
に
伊
場
・
城
山
遺
跡
は
、
浜
名
湖
を
媒
介

に
し
て
、

そ
の
周
辺
窯
か
ら
土
器
が
供
給
さ
れ
て
い
た
。

土
師
器
(
土
師
質
土
器
)
主
体
の
南
九
州
に
位
置
す
る
余
り
田
遺
跡
で
も
、
近
接
す

る
高
岡
町
に
お
い
て
同
時
期
の
土
師
器
焼
成
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
や
は
り
距
離
的
に
土
器
生
産
地
と
近
い
。
み
な
共
通
し
て
、
水
・
陸
路
を
通

じ
て
搬
入
経
路
が
整
っ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

更
な
る
推
論
を
進
め
る
と
、
文
字
を
記
す
こ
と
が
で
き
、
こ
う
し
た
供
給
元
に
発
注
で
き
る
存
在
を
考
え
る
と
、
地
方
官
人
層
の
存
在
が
こ

う
し
た
遺
跡
の
背
景
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
、
生
産
体
制
お
よ
び
地
域
の
交
易
を
め
ぐ
っ
て
郡
司
ク
ラ
ス
の
関
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与
は
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
豊
か
な
土
器
供
給
力
を
背
景
に
、
墨
書
土
器
を
大
量
に
使
用
す
る
祭
杷
を
執
行
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
土

た
だ
し
、
こ
う
し
た
場
で
は
墨
書
土
器
の
上
に

器
も
、

そ
れ
ゆ
え
在
地
産
の
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
か
つ
重
要
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

見
え
る
文
字
が
、
稚
拙
で
訓
練
を
経
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
き
手
と
し
て
様
々
な
人
々
が
集
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
在
地
に
根

差
し
た
支
配
形
態
を
必
要
と
さ
れ
た
郡
司
層
の
性
格
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

古
代
の
墨
書
土
器
は
、
溝
出
土
の
も
の
が
圧
倒
的
数
量
を
誇
る
。
そ
の
出
土
状
況
と
年
代
観
を
問
い
に
く
い
こ
と
が
弱
点
で
は
あ
る
が
、

の
出
土
傾
向
を
積
極
的
に
解
釈
し
、

そ
の
性
格
付
け
を
す
べ
き
で
あ
る
。

③
食
器
以
外
の
土
器
へ
の
墨
書
例

土
器
の
供
給
ル

l
ト
を
巡
っ
て
、
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
変
形
し
た
器
へ
の
墨
書
例
で
あ
る

そ
れ
ら
の
土
器
は
完
形
に
近
く
、
使
用
痕
跡
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
共
通
の
特
徴
と
す
る
。
土
器
製
作
段
階
で
、
あ
る
程
度
の
器
形
の
ひ
ず

(図
7
)
。

あ(み
る坦カf
。出

る

と
は
当
然
あ
る
カf

そ
う
し
た
変
形
度
と
は
全
く
異
な
る
器
形
を
呈
し
、
互
い
に
重
ね
あ
わ
せ
る
こ
と
が
不
可
能
な
段
階
の
も

こ
の
よ
う
に
食
器
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
得
な
い
土
器
へ
の
墨
書
は
、
少
な
く
と
も
所
管
名
墨
書
土
器
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
。
須
恵
器
に
関
し
て
言
え
ば
、
食
器
と
し
て
使
用
せ
ず
短
時
間
で
廃
棄
す
る
こ
と
を
窯
側
が
了
解
し
て
い
る
た
め
、
結
果
的
に
消
費

墨
書
の
な
い
も
の
で
も
変
形
し
た
土
器
が
多
く
共
伴
す
る
。

遺
跡
に
出
現
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
変
形
土
器
へ
の
墨
書
が
見
ら
れ
る
遺
跡
で
は
、

土
器
発
注
段
階
で
そ
の
使
用
目
的
を
注
文
す
る
側
が
明
ら
か
に
し
、
製
作
側
も
了
解
し
て
い
た
証
左
と
な
る
資
料
と
い
え
よ
う
。
先
述
し
た

墨
書
土
器
と
共
に
五
点
の
須
恵
器
焼
台
が
出
土
し
て
お
り
、
生
産
地
と
祈
り
の
場
を
結
び
つ
け
る
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ

上
吉
田
遺
跡
で
は
、

る

そ
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④
小
結

墨
書
土
器
の
使
用
・
未
使
用
、
完
形
品
率
は
単
独
の
分
析
項
目
と
い
う
よ
り
も
、

そ
れ
ぞ
れ
土
器
の
使
用
状
況
を
考
え
る
上
で
の
抽
出
事
項

土
器
の
搬
入
経
路
の
特
殊
性
ま
で
推
測
で
き
る
可
能
性
を

有
し
て
い
る
観
察
項
目
で
あ
り
、
同
時
に
、

と
し
、
相
互
に
関
連
さ
せ
な
が
ら
観
察
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
結
果
と
し
て
、

墨
書
土
器
の
性
格
と
も
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
溝
か
ら
大
量
に
墨
書
土
器
が
出
土
す
る

(
地
域
に
お
い
て
文
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
、

か
つ
大
量
の
土

地
方
の
遺
跡
例
を
掲
げ
、
こ
う
し
た
場
へ
関
与
し
た
層
と
し
て
、
郡
司
ク
ラ
ス

器
を
調
達
す
る
こ
と
が
可
能
な
層
)
を
想
定
し
た
。

墨
書
土
器
は
、
時
代
の
推
移
と
共
に
量
的
に
増
加
す
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
背
景
を
探
る
時
、
文
字
に
対
す
る
意
識
の
変
化
ば

か
り
で
な
く
、
地
域
に
お
け
る
生
産
体
制
の
確
立
及
び
流
通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
い
っ
た
供
給
側
の
観
点
か
ら
見
直
す
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

一一一、

ま
と
め

以
上
、
様
々
な
墨
書
土
器
に
関
す
る
特
徴
を
述
べ
て
み
た
。
遺
物
と
し
て
の
墨
書
土
器
の
諸
特
徴
は
、
別
々
に
論
じ
る
の
で
は
不
十
分
で
、

総
合
的
な
検
討
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
有
効
な
分
析
視
点
と
な
る
。
本
稿
で
は
紙
面
の
都
合
上
、
統
計
的
な
検
討
や
そ
の
デ

l
タ
を
提
示
す
る
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
遺
跡
の
性
格
や
地
域
的
な
差
に
よ
っ
て
、
個
々
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
割
合
が
異
な
る
こ
と
は
確
実
視
さ
れ
る
。

少
な
く
と
も
、
検
討
し
て
き
た
様
々
な
形
態
的
な
特
徴
か
ら
す
る
と
、
墨
書
土
器
が
八
世
紀
と
九
世
紀
の
聞
に
お
い
て
大
き
く
変
化
す
る
よ
う

で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
奈
良
時
代
と
平
安
時
代
の
墨
書
土
器
の
違
い
と
し
て
も
良
い
だ
ろ
う
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
九
世
紀
以
降
に
文
字

と
土
器
を
使
用
し
た
祭
組
形
態
が
出
現
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
打
ち
か
き
痕
跡
や
油
煙
・
煤
等
の
付
着
物
が
大
量
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
の
は
こ
の
頃
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
墨
書
土
器
の
形
態
的
検
討
の
み
で
は
、

そ
れ
を
打
ち
か
く
の
か
、
灯
明
皿
と
し
て
使
用
す
る
の
か
と
い
う
違
い
は
明
ら
か
に
し
得
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【使用】

一盛事

器的利用

生産地
【流通】

消費地

一襲番

←〈食器としての使用痕〉

〈打ちかき〉→l

【再利用】

仇い

←(付着物〉

一襲審

廃棄地

【未使用】

l未使用

〈打ちかき〉

〈消費地での遺棄、意図的廃棄を含む〉

図 9 土器の消費サイクルにおける墨書行為の位置
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る
が
、

そ
の
実
態
そ
の
も
の
の
復
元
は
難
し
い
。
少
な
く
と
も
土
器
の
形
態
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
墨
書
の
意
味
は
各
遺
跡
ご
と
に
異
な
る
こ

と
か
ら
、
先
入
観
を
持
た
ず
に
個
々
の
遺
跡
で
検
討
す
る
作
業
が
最
重
要
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
取
り
上
げ
た
事
例
は
、
基
本
的
に
墨
書
と
土
器
上
の
特
徴
が
関
連
付
け
ら
れ
解
釈
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
べ
て
土
器
の

形
態
的
特
徴
と
墨
書
内
容
が
リ
ン
ク
す
る
訳
で
は
な
い
。
ま
た
、
墨
書
は
あ
く
ま
で
大
量
に
出
土
す
る
土
器
群
の
一
部
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
そ

こ
に
文
字
が
見
ら
れ
る
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
の
位
置
づ
け
を
常
に
行
い
、
か
つ
文
字
の
内
容
か
ら
も
土
器
の
使
用
方
法
に
迫
る
こ
と
の
で
き

る
可
能
性
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。
本
稿
で
述
べ
た
様
々
な
土
器
上
の
特
徴
は
、
墨
書
の
無
い
も
の
に
も
見
ら
れ
る
傾
向
が
有
り
、

こ、
7
し
た

も
の
に
対
し
て
の
使
用
方
法
も
こ
う
し
た
分
析
か
ら
明
ら
か
に
な
ろ
う
。

現
在
我
々
の
目
に
触
れ
る
墨
書
土
器
に
は
、
人
為
的
・
自
然
発
生
的
な
も
の
も
含
め
、
様
々
な
痕
跡
が
重
層
的
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
愛
知
県
岡
崎
市
矢
作
川
河
床
遺
跡
の
墨
書
土
器
に
は
、
か
え
り
の
あ
る
須
恵
器
杯
(
六
世
紀
代
)
に
「
山
城
国
」
の
墨
書
が
見
ら
れ
る
も

の
が
あ
(
初
。
山
城
国
は
、
山
背
国
か
ら
の
改
名
時
期
が
史
料
の
上
で
確
認
さ
れ
、
墨
書
の
時
点
と
土
器
編
年
が
合
わ
な
い
。
こ
う
し
た
土
器
そ

の
も
の
の
年
代
観
と
墨
書
時
の
隔
た
り
に
関
し
て
は
、
現
在
の
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
無
論
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て

は
地
域
・
遺
跡
内
の
土
器
編
年
の
中
に
墨
書
土
器
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
基
本
的
作
業
と
な
る
が
、
本
稿
の
成
果
も
含
め
(
図

9
)
の
よ
う
な

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
の
墨
書
土
器
を
当
て
は
め
、
そ
の
時
間
的
空
間
の
中
で
捉
え
直
し
て
い
く
作
業
が
、
そ
の
解
決
の
手
が
か

り
に
な
る
と
思
わ
れ
(
制
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
土
器
の
消
費
サ
イ
ク
ル
の
中
に
墨
書
行
為
を
位
置
付
け
、
墨
書
土
器
を
グ
土
器

d

資
料
と
し
て

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

全
国
で
出
土
す
る
墨
書
土
器
の
量
は
膨
大
な
も
の
に
の
ぼ
る
。
九
世
紀
代
の
様
相
か
ら
は
、
も
は
や
特
殊
な
遺
物
で
は
な
く
、
生
活
資
料
の

域
に
突
入
し
た
観
も
あ
る
。
そ
う
し
た
文
字
資
料
を
有
効
な
資
料
と
す
る
為
に
も
、
十
分
な
考
古
学
的
検
討
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
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お
わ
り
に

墨
書
土
器
の
意
味
を
的
確
に
捉
え
る
為
の
作
業
と
し
て
、
遺
跡
の
性
格
、
出
土
状
況
や
共
伴
遺
物
の
性
格
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
分
析
項
目
に
立
脚
し
た
統
計
的
な
論
証
に
関
し
て

の
検
討
に
つ
い
て
は
本
稿
で
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、

は
、
別
稿
を
期
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

(
付
記
)

脱
稿
後
、
川
畑
誠
「
須
恵
器
貯
蔵
具
の
消
費
痕
跡
試
論
」
柿
田
祐
司
「
使
用
痕
跡
か
ら
見
た
須
恵
器
貯
蔵
具
の
使
用
形
態
に
つ
い
て
」
(
共
に

『
北
陸
古
代
土
器
研
究
』
第

8
号
、
一
九
九
九
、
四
)
に
触
れ
る
機
会
を
得
た
。
本
稿
が
テ

l
マ
に
す
る
器
種
と
は
異
な
る
も
の
の
使
用
痕
跡

論
で
あ
る
が
、
そ
の
視
点
に
注
目
す
べ
き
点
が
多
い
。
是
非
参
照
さ
れ
た
い
。

[
謝
辞
]

本
稿
作
成
に
あ
た
り
、
指
導
教
授
で
あ
る
吉
田
恵
三
先
生
に
ご
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
以
下
の
方
々
に
本
文
執
筆
及
ぴ
資
料
見
学
に

お
い
て
多
大
な
ご
助
力
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
に
か
え
き
せ
て
頂
き
ま
す
。
(
五
十
音
順
・
敬
称
略
)

垣
内
光
次
郎

荒
井
秀
規

荒
木
隆

氏
家
浩
子

金
田
明
大

近
藤
真

川
越
俊

北
野
博
司

川
江
秀
孝

長小
信霊

石
田
明
夫

清
水
み
き

佐
夫

坂
井
秀
弥

佐
藤
庄

白
石
太
一
郎
白
鳥
良

西
住
欣
一
郎

千
田
嘉
博

佐
藤
和
彦

鷹
野
光
行
田
熊
清
彦

柴
田
博
子

関
和
彦

千
葉
孝
弥

玉
田
芳
英

中
野
和
浩

西
間
木
薫

高
島
英
之

野
間
重
孝

初
山
孝
行

部
均

東
憲
章

古
瀬
奈
津
子

渡
辺

三
上
喜
孝

八
木
勝
行

望
月
薫

山
中
章

平
)11 
南
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~主(
1
)

肉
眼
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
赤
外
線
カ
メ
ラ
を
通

す
と
文
字
・
記
号
が
消
え
る
例
が
近
年
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
も

の
は
絵
画
塗
料
等
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
出
現
し
て
く
る
背
景
は
興
味

深
い
。
し
か
し
、
現
段
階
で
は
理
化
学
的
分
析
も
進
ん
で
お
ら
ず
、

墨
と
の
区
別
や
漆
と
さ
れ
る
も
の
も
判
定
し
が
た
い
。
よ
っ
て
、
こ

こ
で
は
墨
書
土
器
に
含
め
る
。

(
2
)

線
刻
土
器
は
、
焼
成
後
の
土
器
に
釘
な
ど
で
、
ま
た
刻
書
・
刻

印
土
器
は
、
焼
成
前
土
器
に
箆
や
印
な
ど
で
文
字
・
記
号
を
刻
ん
だ

も
の
を
指
す
。
こ
れ
ら
を
広
義
の
墨
書
土
器
と
し
て
扱
う
研
究
も
見

ら
れ
る
が
、
本
来
区
別
し
て
検
討
す
べ
き
資
料
で
あ
る
か
ら
本
稿
で

は
墨
書
土
器
の
中
に
含
め
な
い
。

(3)

本
来
は
転
用
硯
と
言
早
フ
表
現
は
適
切
で
な
く
、
「
杯
な
ど
の
土
器

を
硯
に
転
用
し
た
も
の
」
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
煩
雑
で
あ
る
の
で

転
用
硯
の
表
現
を
使
用
す
る
。

(
4
)

以
下
の
文
献
を
主
に
参
考
に
し
た
。

浜
松
市
教
育
委
員
会
「
伊
場
遺
跡
遺
物
編
2
』
一
九
八
一
、
三

清
水
み
き
「
墨
書
土
器
の
機
能
に
つ
い
て
|
都
城
(
長
岡
京
)
の
墨

書
土
器
を
中
心
に
|
」
『
向
日
市
文
化
資
料
館
研
究
紀
要
』
第
2
号、

一
九
八
七
、
三

平
川
南
「
地
下
か
ら
発
見
さ
れ
た
文
字
」
『
新
版
古
代
の
日
本
⑬
古
代

資
料
研
究
の
方
法
』
角
川
書
居
、
一
九
九
三
、
七

(
5
)

文
字
の
み
か
ら
に
よ
る
検
討
が
問
題
を
苧
ん
で
い
る
こ
と
は
、

既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
高
島
氏
一
九
九
四
)
。

高
島
英
之
「
古
代
東
国
の
村
落
と
文
字
」
『
古
代
東
国
の
民
衆
と
社
会

古
代
王
権
と
交
流
2
』
名
著
出
版
、
一
九
九
四
、
五

(6)

報
告
書
等
で
、
観
察
項
目
等
で
挙
げ
ら
れ
た
例
は
あ
る
が
、
そ

の
判
断
基
準
は
暖
昧
で
、
打
ち
か
き
と
は
実
際
判
断
し
か
ね
る
も
の

も
あ
る
。
そ
こ
で
、
現
段
階
で
打
ち
か
き
と
判
断
で
き
る
も
の
を
ま

ず
抽
出
す
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
す
る
。

(7)

墨
書
土
器
の
打
ち
か
き
に
関
し
て
は
、
石
器
製
作
の
よ
う
な
決

ま
っ
た
割
り
方
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
う
し
た
形
態
面
の
相
似
か

ら
抽
出
し
て
い
く
方
法
を
と
る
こ
と
に
す
る
。
。

(8)

山
形
県
教
育
委
員
会
『
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第

一
一
七
集
生
石
2
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書

(
3
)
』
一
九
八
七
、
三

(9)

第
初
回
古
代
城
柵
官
街
検
討
会
で
は
、
こ
う
し
た
従
来
の
解
釈

と
共
に
、
官
人
層
居
宅
と
し
て
の
可
能
性
も
提
出
さ
れ
た
。

(
叩
)
「
特
」
墨
書
土
器
は
、
赤
外
線
テ
レ
ビ
に
よ
る
確
認
作
業
に
よ
り
、

報
告
よ
り
少
な
く
と
も
三
点
増
加
す
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

拙
稿
「
文
字
資
料
の
再
検
討
」
『
古
代
出
羽
関
連
文
字
資
料
集
稿
』
一

九
九
九
、
三

(
日
)
打
ち
か
き
の
率
に
関
し
て
若
干
述
べ
て
お
く
。
本
遺
跡
の
墨
書

土
器
の
打
ち
か
き
率
は
、
報
告
担
当
者
の
見
解
と
本
稿
で
確
認
し
て

い
る
も
の
と
は
異
な
る
。
報
告
書
で
は
、
破
片
資
料
か
ら
完
形
品
に

近
い
も
の
ま
で
様
々
で
、
そ
の
判
定
基
準
や
打
ち
か
き
の
定
義
等
も

示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
同
様
の
形
状
を
伴
う
刻
書
土
器
に
関
し
て

は
打
ち
か
き
と
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
、
他
遺

跡
と
同
じ
観
点
で
打
ち
か
き
と
判
断
で
き
る
も
の
を
算
出
し
た
。
た
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展
開
と
変
容

ー
」
『
史
学
研
究
集
録
』
第
一
一
三
号
、
国
学
院
大
学
大
学
院
日
本
史
学

専
攻
大
学
院
会
、
一
九
九
八
、
三

(
口
)
平
川
氏
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
東
日
本
の
初
遺
跡
で
使
用
さ
れ
て

い
る
文
字
で
、

5
遺
跡
以
上
共
通
す
る
文
字
と
し
て
、
万
・
大
・
上
・

加
・
十
・
井
・
人
・
寺
・
生
・
丈
・
千
・
吉
・
田
・
本
・
家
・
西
・

得
・
仁
・
真
・
下
・
主
・
南
・
天
・
子
・
安
・
富
・
山
・
成
・
豊
・

継
の
却
種
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
、
東
国
の
み
な
ら
ず
、
全
国

的
に
見
ら
れ
る
文
字
と
言
っ
て
良
い
。

前
掲

(
8
)
平
川
氏
論
文

(
四
)
人
面
墨
書
土
器
は
、
都
城
・
国
府
周
辺
で
出
土
す
る
も
の
は
、

土
器
の
中
に
病
因
と
な
る
気
を
吹
き
込
み
、
河
川
に
流
す
(
蔽
い
)

こ
と
が
そ
の
使
用
形
態
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

(
日
)
官
街
遺
跡
周
辺
で
は
、
土
器
の
所
属
を
明
記
す
る
た
め
に
文
字

が
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
所
管
名
墨
書
土
器

と
表
現
す
る
。
こ
れ
は
、
津
野
氏
の
用
語
を
借
り
る
も
の
で
あ
る
。

津
野
仁
「
地
方
官
街
出
土
の
墨
書
土
器
」
『
古
代
』
第
約
号
、
一
九
八

九
、
三

(
却
)
藤
枝
市
教
育
委
員
会
『
日
本
住
宅
公
団
藤
枝
地
区
埋
蔵
文
化
財

調
査
報
告
書
凹
奈
良
・
平
安
時
代
編
志
太
郡
街
跡
(
御
子
ヶ
谷
・

秋
合
)
遺
跡
』
一
九
八
一
、
三

(
幻
)
山
中
敏
史
『
古
代
地
方
官
街
遺
跡
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九

四
、
二

(
幻
)
こ
の
墨
書
部
位
は
、
食
器
と
し
て
の
使
用
形
態
の
根
拠
の
一
つ

に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
し
、
「
非
」
墨
書
土
器
は
破
片
資
料
が
多
く
、
そ
れ
以
上
接
合
し
な

い
事
実
か
ら
打
ち
か
き
さ
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
次
の
段
階
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

(
ロ
)
現
在
で
も
海
女
の
魔
除
け
記
号
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
記
号

で
、
九
字
の
省
略
形
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
墨
書
土
器
に
記

さ
れ
た
そ
の
意
味
を
、
平
川
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。

平
川
南
「
墨
書
土
器
と
そ
の
字
形
|
古
代
村
落
に
お
け
る
文
字
の
実

相
|
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
三
五
集
、
一
九
九
一
、

十一

(
日
)
関
和
彦
「
×
」
の
世
界
浮
か
び
上
が
る
「
あ
や
」
の
言
葉
「
山

陰
中
央
新
報
」
一
九
九
八
、
十
二
月
十
日
夕
刊

関
氏
は
、
柳
田
邦
夫
の
説
を
引
用
し
な
が
ら
「
×
」
記
号
を
魔
よ
け

の
記
号
と
考
え
る
。
一
般
的
に
は
、
「
×
」
等
の
へ
ラ
記
号
土
器
は
そ

の
意
味
を
窯
記
号
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
の
消
費
遺
跡
で
も

打
ち
か
き
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
消
費
側
か
ら
土
器
発
注
の
段

階
で
、
祭
肥
的
な
用
途
を
想
定
し
、
生
産
側
に
「
×
」
刻
書
土
器
を

注
文
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

(
M
)

石
川
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
浄
水
寺
跡
掘
調
査
報
告
書

第
1
分
冊
l
浄
水
寺
墨
書
資
料
集
』
一
九
九

O
、
二

(
日
)
可
美
村
教
育
委
員
会
『
静
岡
県
浜
名
郡
可
美
村
城
山
遺
跡
調

査
報
告
書
』
一
九
八
一
、
三

(
日
)
な
お
、
土
器
の
形
態
に
関
し
て
は
以
前
拙
稿
で
も
指
摘
し
た
こ

と
が
あ
る
。

拙
稿
「
墨
書
土
器
か
ら
み
た
郡
家
遺
跡
ー
そ
の
成
立
、
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(
お
)
津
野
前
掲
(
凹
)
文
献

(M)

御
子
ヶ
谷
遺
跡
に
隣
接
し
た
秋
合
遺
跡
か
ら
も
、
「
志
大
領
」
「
志

太
少
領
」
等
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
刑
部
郷
の
略
と
考
え

ら
れ
る
「
刑
」
墨
書
土
器
は
打
ち
か
き
さ
れ
て
い
る
。

(
お
)
人
々
が
共
通
の
目
的
の
も
と
共
用
し
た
土
器
は
そ
の
場
で
破
砕

す
る
、
と
い
う
民
俗
事
例
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

(
お
)
平
川
南
「
郡
府
木
簡
論
」
「
律
令
国
家
の
地
方
支
配
』
吉
川
弘
文

館
、
一
九
九
七

(
幻
)
遺
跡
の
立
地
形
態
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
跡
が
官
道
に
接
し

て
い
る
こ
と
も
、
土
器
の
移
動
が
見
ら
れ
る
重
要
な
要
素
で
あ
ろ
う
。

(
お
)
静
岡
県
『
静
岡
県
史
資
料
編
3

考
古
二
一
』
一
九
九
二
、
三

(
却
)
主
要
供
給
窯
は
、
両
遺
跡
と
も
に
助
宗
窯
で
あ
る
。
御
子
ヶ
谷

遺
跡
の
成
立
時
期
は
八
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
時
期
に
「
益

厨
」
墨
書
土
器
が
み
ら
れ
る
。

(
却
)
和
島
村
教
育
委
員
会
『
和
島
村
文
化
財
調
査
報
告
書
第
2
集

八
幡
林
遺
跡
』
一
九
九
三
、
三

『
和
島
村
文
化
財
調
査
報
告
書
第
3
集
八
幡
林
遺
跡
』
一
九
九

四
、
三

(
担
)
栃
木
県
教
育
委
員
会
『
下
野
国
府
跡
刊
(
本
文
)
木
簡
・
漆
紙

文
書
調
査
報
告
』
一
九
八
七
、
三

(
辺
)
平
川
南
「
「
厨
」
墨
書
土
器
論
」
『
山
梨
県
史
研
究
』
創
刊
号
、

一
九
九
三
、
三

(
お
)
静
岡
県
下
の
郡
家
関
連
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
墨
書
土
器
は
、
交

通
路
に
沿
っ
て
移
動
す
る
こ
と
を
地
域
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
は
他
の
地
域
に
は
こ
れ
ほ
ど
顕
著
に
み
と
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
ま
た
、
当
地
域
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
所
管
名
墨
書
土
器
と

さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
打
ち
か
き
が
認
め
ら
れ
る
率
が
高
い
こ
と

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
跡
の
有
機
的
な
関
係
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

(
制
)
都
城
出
土
の
所
管
名
墨
書
土
器
に
関
す
る
参
考
文
献
を
挙
げ
て

お
く
。

清
水
み
き
「
墨
書
土
器
の
機
能
に
つ
い
て
|
都
城
(
長
岡
京
)
の
墨

書
土
器
を
中
心
に
l
」
「
向
日
市
文
化
資
料
館
研
究
紀
要
』
第
2
号、

一
九
八
七
、
三
、
「
食
料
供
給
官
司
名
を
記
す
墨
書
土
器
に
関
す
る
一

考
察
」
『
京
都
考
古
』
第
印
号
、
一
九
九
一
、
四

山
中
章
・
清
水
み
き
「
長
岡
京
の
墨
書
土
器
」
『
月
間
文
化
財
』
日
号
、

一
九
九
三
、
一
一

(
お
)
山
中
章
「
古
代
都
城
の
線
刻
土
器
・
記
号
墨
書
土
器
」
『
古
代
文

化
』
叫
号
、
一
九
八
九
、
二
一

(
部
)
清
水
み
き
「
長
岡
京
の
宮
外
官
街
と
初
期
平
安
京
」
『
古
代
文
化
』

ω号
、
一
九
九
七
、
一
一

(
幻
)
山
口
英
男
「
官
街
遺
跡
出
土
の
墨
書
土
器
」
『
藤
沢
市
史
研
究
』

第
M
号
、
一
九
九
一
、
三

(
お
)
佐
原
真
「
食
器
に
お
け
る
共
用
器
・
銘
名
器
・
属
人
器
」
『
文
化

財
論
叢
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
創
立
却
周
年
記
念
論
集
、
一
九

八
三
、
三

(
ぬ
)
平
川
南
「
古
代
人
の
死
と
墨
書
土
器
」
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

研
究
報
告
』
第

ω集
、
一
九
九
四
、
三
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例
え
ば
千
葉
県
周
辺
で
出
土
す
る
多
文
字
の
墨
書
土
器
の
人
名
が
祭

斑
目
的
で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
し
、
ま
た

伊
場
遺
跡
出
土
の
「
海
部
尿
子
女
形
」
墨
書
土
器
は
、
人
面
が
描
か
れ

た
明
ら
か
な
祭
組
用
途
品
で
あ
る
。
ま
た
、
伊
場
遺
跡
の
「
稲
麻
呂
」

墨
書
土
器
は
、
打
ち
か
き
さ
れ
、
遺
跡
内
の
人
名
墨
書
土
器
の
中
で

特
殊
な
も
の
で
あ
る
。
墨
書
の
上
か
ら
も
独
特
の
マ

l
ク
を
持
ち
、

そ
の
意
味
付
け
は
属
人
器
と
し
て
良
い
か
は
問
題
が
あ
る
。

(
川
町
)
平
塚
市
遺
跡
調
査
会
『
四
之
宮
下
郷
』
本
文
、
一
九
八
四
、
三

(
組
)
土
器
を
打
ち
か
き
転
用
硯
と
し
て
使
用
す
る
例
は
各
地
で
見
ら

れ
る
。
古
代
に
お
い
て
、
も
の
の
再
利
用
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
を
物
語
る
。
こ
う
し
た
時
代
の
性
格
の
中
で
、
未
使
用
の
土
器

を
大
量
に
使
用
す
る
行
為
の
意
味
付
け
が
必
要
に
な
ろ
う
。

(
必
)
鹿
児
島
県
竹
牟
礼
遺
跡
出
土
の
墨
書
土
器
に
は
紡
錘
車
と
し
て

転
用
さ
れ
た
可
能
性
の
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
場
合

は
墨
書
に
打
ち
か
き
が
関
連
す
る
と
し
て
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
「
鹿
児
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
発
掘
調

査
報
告
書

(5)

竹
牟
礼
遺
跡
』
一
九
九
三
、
三

(
幻
)
小
破
片
で
出
土
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
完
形
に
近
い
か
た
ち

で
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
な
墨
書
土
器
は
、
こ
う
し
た
例
の
可
能
性

が
あ
ろ
、
フ
。

(
叫
)
中
世
以
後
、
さ
ら
に
墨
書
土
器
に
関
す
る
打
ち
か
き
行
為
は
顕

著
に
な
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
陶
磁
器
な
ど
の
優
品
が
共
に
打
ち
か
き

さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
か
わ
ら
け
と
の
系
譜
も
含
め
、
今
後
の

課
題
で
あ
る
。

(
必
)
油
煙
と
表
現
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
物
質
は
わ
か
ら

な
い
。
し
か
し
白
、
明
ら
か
に
煤
状
の
付
着
物
と
は
異
な
る
も
の
と
し

て
確
認
し
て
い
る
。

(
必
)
藤
沢
市
教
育
委
員
会
『
南
鍛
治
山
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
一

九
九
七
、
三

(
釘
)
熊
本
県
教
育
委
員
会
『
熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告
第
臼
集
上

鶴
頭
遺
跡
』
一
九
八
三
、
三

(
伺
)
官
街
遺
跡
内
か
ら
の
出
土
と
い
う
こ
と
で
、
饗
宴
等
の
場
に
使

用
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
文
字
そ
の
も
の
が
記
号
的
な
も
の

も
み
ら
れ
、
か
つ
「
生
」
等
は
集
落
遺
跡
を
は
じ
め
と
し
て
全
国
的

に
出
土
す
る
文
字
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
付
け
に
は
注
意
が
必
要

で
あ
ろ
、
フ
。

(
羽
)
福
島
県
教
育
委
員
会
『
福
島
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
2
4
1

集
東
北
横
断
自
動
車
道
遺
跡
調
査
報
告
9
船
ヶ
森
遺
跡
上
吉
田

遺
跡
』
一
九
九

O
、
一
一

な
お
、
実
見
し
た
と
こ
ろ
、
灯
明
皿
の
点
数
は
報
告
書
よ
り
増
加
し
、

計
八
点
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

(
印
)
上
吉
田
遺
跡
に
隣
接
す
る
矢
玉
遺
跡
か
ら
は
、
木
簡
と
共
に

7

0

0
点
以
上
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
出
土
の
様
相
は

上
吉
田
遺
跡
と
類
似
し
て
い
る
が
、
文
字
内
容
は
「
足
」
「
西
足
」
等

が
多
く
、
上
吉
田
遺
跡
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

(
日
)
内
黒
土
師
器
の
内
面
黒
色
処
理
の
時
に
で
き
る
痕
跡
は
、

場
合
除
く
。

(
臼
)
宮
崎
県
教
育
委
員
会
『
余
り
田
遺
跡
』

一
九
九

O
、
三
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(
日
)
玉
田
芳
英
「
漆
付
着
土
器
の
研
究
」
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

判
周
年
記
念
論
集
文
化
財
論
叢
H
』
一
九
九
四
、
二

(M)

な
お
、
習
書
に
つ
い
は
文
字
資
料
全
般
を
検
討
し
た
次
の
文
献

を
参
照
し
た
。

佐
藤
信
「
第
8
章
習
書
と
落
書
」
「
日
本
古
代
の
宮
都
と
木
簡
』
古

川
弘
文
館
、
一
九
九
七
、
四

(
日
)
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
文
字
を
記
す
層
が
、
円
面
硯
や
風
字
硯
を

有
す
る
人
物
で
は
な
か
っ
た
と
の
解
釈
も
可
能
性
と
し
て
は
あ
る
。

(
切
)
前
掲
文
献
(
日
)
参
照

(
町
)
当
地
域
に
見
ら
れ
る
陶
器
と
は
、
一
般
に
想
像
さ
れ
る
陶
器
と

は
異
な
り
、
胎
土
も
あ
ま
り
良
好
で
は
な
く
、
む
し
ろ
須
恵
器
の
方

が
強
度
の
上
で
は
優
れ
て
い
る
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

(
回
)
「
主
」
文
字
は
、
全
国
的
に
様
々
な
性
格
の
遺
跡
に
お
い
て
墨

書
・
刻
書
土
器
上
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
多
く
は
「
主
」
と
い
う
文
字

よ
り
、
記
号
化
し
て
い
る
。
「
非
(
ド
l
マ
ン
記
号
)
」
の
よ
う
に
、

そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
文
字
と
し
て
捉
え
な
い
方
が
良
い
か
も
し
れ

な
い
。

(
印
)
前
掲
(
却
)
文
献
参
照

(ω)
柴
田
博
子
・
中
野
和
浩
・
東
憲
章
「
日
向
国
出
土
の
墨
書
土
器
」

『
宮
崎
県
史
通
史
編
古
代
2
』
一
九
九
八
、
三

(
日
)
え
ぴ
の
市
教
育
委
員
会
「
昌
明
寺
遺
跡
概
報
」
一
九
九
七
、
三

(
臼
)
前
掲
(
臼
)
文
献
参
照

(
臼
)
日
本
古
典
文
学
大
系
『
風
土
記
』
岩
波
書
庖

(
臼
)
報
告
書
に
お
い
て
、
胎
土
分
析
の
報
告
が
あ
り
、

ど
が
大
戸
窯
の
土
器
と
き
れ
て
い
る
。

(
日
)
あ
る
い
は
、
明
ら
か
に
指
で
口
縁
部
を
捕
ま
ん
だ
よ
う
な
痕
跡

の
認
め
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
故
意
に
製
作
さ
れ
た
場
合
も
可
能
性

と
し
て
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(
侃
)
荒
木
敏
夫
「
矢
作
川
河
床
遺
跡
採
集
の
墨
書
土
器
」
『
岡
崎
市
史

研
究
』
第
5
号
、
一
九
八
三
、
三

(
訂
)
こ
う
し
た
図
は
あ
く
ま
で
も
現
段
階
で
想
定
可
能
な
墨
書
土
器

の
動
き
で
あ
る
。
検
討
資
料
を
更
に
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

多
様
な
動
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

(
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部
史
学
科
第
必
回
卒
業
国
学
院
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
史
学
専
攻
後
期
博
士
課
程
)
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